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分野９　　遊戯
┌
グナイ [
┌gunai]（名）
姉妹。「をなり」。
┌
アラー
┐
　ワー　
┌
グナイ
┐
　ヤイ
┌
ビーン [
┌
ʔaraː┐　waː　┌gunai┐
jai┌biːŋ]（あれは私の姉＜妹＞です）。┌ユナイ [┌junai]（姉妹）ともいう
ケー
┌
スァン [keː┌r
○
aŋ]（名）
計算。カツオ漁業の配当金計算の場合に用いた。ハトゥー
┌
ブノー　ヒキアギティ
カラ
┐
　ニスァン
┌
ニチ　スィバル
┐
　ケー
┌
スァノー
┐
　ナイ
┌
タル [hatuː┌bunoː　
çikiagitikara┐　nir
○
an┌niʧi　θibaru┐　keː┌r
○
anoː┐　nai┌taru]（カツオ漁船は漁が
終わって＜引き上げて＞二三日してから＜すればぞ＞計算はできた）
ター
┌
ティー [taː┌tiː]（名）
ふたご（双子）。ター
┌
ティーガ
┐
　ンマリタン [taː┌tiːga┐　ʔmmaritaŋ]（双子が生
まれた）。ター
┌
ティー
┐
　ナチャン [taː┌tiː┐　naʧaŋ]（双子を生んだ）
┌
タウチーオーラシェー [
┌tauʧiːʔoːraʃeː]（名）
闘鶏。「しゃも（軍鶏）闘わせ」の義。久高島では闘鶏はするが、賭けることはしな
かった。
┌
タケンマ [
┌takemma]（名）
たけうま（竹馬）。二本の竹竿の、約 1 尺ばかりの高さの位置に足がかりを作って、
それに乗り、両手で竿の上部を握って操作しながら歩く遊具。「タケンマッチ　ヌイ
ン [
┌takemmatʧi　nuiŋ]（竹馬に乗る）
┌
タトゥーウヤ [
┌tatuːʔuja]（名）
両親。「二ところ親」の転訛したもの。
┌
タトゥーウヤ
┐
　イキ
┌
チューヤイビースァ
[
┌tatuːʔuja┐　ʔiki┌ʧuːjaibiːr
○
a]（両親とも生きています）
チャー
┌
チャー [ʧaː┌ʧaː]（名）
ちち（父）。「吾＜ア＞父＜チ＞・アー＜人＞」の転訛したもの。ワッ
┌
ター　チャーチャ
ー　ナーヤ
┐
　マサ
┌
ヲー
┐
　ヤイビール[wat┌taː　ʧaːʧaː　naːja┐　masa┌woː┐　jaibi
ːru]（私の父の名前は正夫です＜～であります＞）。チャー┌チャー┐　ディン　┌ギー
ヤビラ [ʧaː┌ʧaː┐　diŋ　┌giːjabira]（お父さん、お金を下さい＜～頂きます。～貰
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いたい。～貰いましょう＞）
┌
チャクシ [
┌
ʧakuʃi]（名）
ちゃくし（嫡子）。長男。嫡出子。チャッ
┌
チ [ʧat┌ʧi]（嫡子。長男）ともいう。┌チ
ャクシ
┐
　ナチャン [
┌
ʧakuʃi┐　naʧaŋ]（嫡子＜長男＞を産んだ）
┌
チャクシユナグングヮ [
┌
ʧakuʃijunaguŋgwa]（名）
長女。「嫡出女の子」の義。一番上の女の子＜長女＞は父方の祖母の名前を受け継ぐ
ことになっている。
チャッ
┌
チ [ʧat┌ʧi]（名）
ちゃくし（嫡子）。嫡出子。家の跡継ぎをする子。一般的に正妻の産んだ長子のこと
をいう。
┌
ウヌ　ックヮー
┐
　ワー　
┌
チャッチ
┐
　ヤイビール[
┌
ʔunu　kk’waː┐　waː　
┌
ʧatʧi┐　jaibiːru]（この子は私の嫡子です）。┌ウヌ　ックヮー┐　ワー　┐アトゥ　┌ム
ツシ
┐
　ヤイビール[
┌
ʔunu　kk’waː┐　waː　┐ʔatu　┌muʦuʃi┐　jaibiːru]（この子は
私の跡をもつ＜跡継ぎする＞子です）。久高島では女の子が跡継ぎをすることはない。
┌
チュイムン [
┌
ʧuimuŋ]（名）
独身者。「一人者」の義。結婚適齢期を過ぎても未婚のままの者をいう。男女ともいう。
┌
チョーデー [
┌
ʧoːdeː]（名）
兄弟姉妹。
┌
ユナグチョーレー
┐
ヌ　ウプフ
┌
スァヌ
┐
　ユキ
┌
ガー
┐
　チュイン　
┌
グラ
ン [
┌junaguʧoːreː┐nu　ʔupΦu┌r
○
anu┐　juki┌gaː┐　ʧuiŋ　┌guraŋ]（女兄弟＜姉妹＞
が多くて、男は一人もいない）
┌
チュンジー [
┌
ʧunʤiː]（名）
中国将棋。丸い将棋。那覇の
┌
クニンダ [
┌kuninda]（久米村）あたりで盛んに行わ
れていた
ッ
┌
クヮ [k┌k’wa]（名）
子。実子。「子等」が転訛したもの。
┌
ウラー
┐
　ワー　ッ
┌
クヮ　ヤイビール[
┌
ʔuraː┐　
waː　k┌k’wa　jaibiːru]（これは私の子です）
ックヮ
┌
ムヤー [kk’wa┌mujaː]（名）
こもり（子守）。ッ
┌
クヮ　ムイーン [k┌k’wa　muiːŋ]（子守をする）。多くの場合、
姉や兄が弟妹の子守をした
ツク
┌
エー [ʦu
○
ku┌jeː]（名）
机。勉強机。
┐
ツクエー　
┌
ナラビーン [
┐
ʦu
○
kujeː　┌narabiːŋ]（机を並べる）
ッ
┌
チュ [t┌ʧu]（名）
人。人間。ッ
┌
チュヌ　グン[t┌ʧunu　guŋ]（人がいる）。┌ギーッチュ[┌giːtʧu]（良い人。
善人）。
┌
ヤナッチュ [
┌janatʧu]（悪い人。悪人）。┌チュニンギン [┌ʧuniŋgiŋ]（人間。
人・人間。人間たるもの）
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ティ
┌
カ [ti┌ka]（名）
三線の胴。方形で、角が丸く、共鳴室の機能を果たす部分。両面を蛇の皮で張っ
た高品質の、ジャ
┌
ヒ [ʤa┌çi]（蛇皮張り）と、渋紙で張った低品質の、シブ┌バイ
[ʃibu┌bai]（和紙と芭蕉の渋で張ったもの）があった。
ティ
┌
カーリーン [ti
○
┌kaːriːŋ]（動）
奉公する。「使われる」の義。他家の家業に使われる。
┌
アマカイ
┐
　ティ
┌
カートゥ
ータン [
┌
ʔamakai┐　ti
○
┌kaːtuːtaŋ]（あの家に奉公して＜使われて＞いた）。┐ミービ
キ　
┌
メーヤ　アン
┐
　ヤーカイ　ティ
┌
カートゥータン [
┐miːbiki　┌meːja　ʔaɲ┐　
jaːkai　ti
○
┌kaːtuːtaŋ]（結婚前はあの家に奉公して＜使われて＞いた）
ディキ
┌
ヤー [diki┌jaː]（名）
秀才。「出来る人」の義。
┌
アラー
┐
　ディキ
┌
ヤー
┐
　ヤル [
┌
ʔaraː┐　diki┌jaː┐　
jaru]（あの人は秀才である）。┌アガリニシミヌ┐　グルーヤ　デー┌ジ┐ナ　ディキ
┌
ヤー　ヤタ
┐
ン [
┌
ʔagariniʃiminu┐　guruːja　deː┌ʤi┐na　diki┌jaː　jata┐ŋ]（東西
銘の五郎＜順治＞は大変な秀才であった）
┌
ティビ [
┌tibi]（名）
びり。順位の最下位。「尻」の義。パハーエー
┌
シューブカイ
┐
　イチ
┌
バン　ティビ　ナ
タッチスァー[pΦaːjeː┌ʃuːbukai┐　ʔiʧi┌ban　tibi　natatʧir
○
aː]（走り競走＜勝負＞
で一番びり＜尻＞になったとさ）
┌
ティフン [
┌tiΦuŋ]（名）
てほん（手本）。模範。習字などで模範となる文字。人の模範となるべき行動。標準
語の借用語。あまり使わない
┌
ティラユナグングヮ [
┌tirajunaguŋgwa]（名）
姉さん。年上の女の子。「兄者女の子」の転訛したものか。
┌
ティリン [
┌tiriŋ]（名）
つづみ（鼓）。「～打ち鳴らす鼓＜ツヅミ＞～。万、2641」の転訛したもの。太鼓の意。
┌
ティリン　ウチュ
┐
ン [
┌tiriŋ　ʔuʧu┐ŋ]（太鼓を打つ。横打ちの太鼓を打つ）
┌
ティル [
┌tiru]（名）
つる（弦）。三線には、ミー
┌
リル [miː┌riru]（雌弦。細い弦。高音用）、ナカ┌リル
[naka┌riru]（中弦。中音用）、┌グーリ┐ル [┌guːri┐ru]（雄弦。太い弦。低音用）
の三種の弦がある。
ディン
┌
ブン [dim┌buŋ]（名）
智恵。分別。存念。考え。「存分」の転訛したもの。
┌
スォー [
┌θoː]（智恵。思慮、分別）
ともいう。
┌
ウン　クヮー
┐
　ディンブン
┌
ムチ
┐
　ヤル [
┌
ʔuŋ　kwaː┐　dimbum┌
muʧi┐　jaru]（その子は智恵＜利口＞者だ）。ディン┌ブノー　ナーン[dim┌bunoː　
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naːŋ]（智恵がない）
┌
ドゥシ [
┌duʃi]（名）
友達。友。仲間。「同士」の転訛したもの。
┌
ドゥシヌ
┐
　グ
┌
ラ
┐
ン[
┌duʃinu┐　gu┌ra┐ŋ]（友
人がいない）。
┌
アスィビ
┐
ドゥシ [
┌
ʔaθibi┐duʃi]（遊び友達。遊び仲間）
トー
┌
カイエー [toː┌kaijeː]（名）
隠れん坊。トー
┌
カイエー　シュン [toː┌kaijeː　ʃuŋ]（隠れん坊をする）
┌
ナーティキウプフジバー [
┌naːtikiʔupΦuʤibaː]（名）
名付け祖父母。その人の名前を孫や曾孫に付けることからいう。新生児の童名（シ
マ
┌
ナー [ʃima┌naː] ＜童名。「島名」の義＞）は、長男の場合は父方の祖父の名を、
長女の場合は父方の祖母の名を付ける習慣がある。次男は母方の祖父の名を、次女
は母方の祖母の名を付ける。こうして命名した名を、外間根神のところで、米粒で
籤を割って＜引いて＞、それが当るか否かを決定してもらった。祖父母が 61 歳、73
歳の生まれ年に当る時に生まれた孫には、その名を付けなかった。その際は、曾祖
父母の名を付けたり、または母方の祖父母の名を付けるようにした。
┌
ナージ
┐
キ [
┌naːʤi┐ki]（名）
命名。「名付け」の義。命名の儀式。
┌
ナーリ
┐
キ [
┌naːri┐ki]（名付け）と同じ
┌
ナーリ
┐
キ [
┌naːri┐ki]（名）
命名。「名付け」の義。
┌
ナーリキャー
┐
　ユッカ
┌
ジールヌ　アトゥ
┐
　イザイ　
┌
ニ
ガトゥーヌ
┐
　エー
┌
カガ
┐
　フカ
┌
マヌ　ウプフグイカイ
┐
　ニー
┌
ガミネー
┐
　クジ
┌
ワイ　シミーティル
┐
　ティキー
┌
タル
┐
　スェー
┌
ゲー
┐
　ユキガ　
┌
ヤンシャコー
┐
シジ
┌
ハタヌ　ウプフジバー　ナール
┐
　ティキータル　
┐
ユナグ　
┌
ヤンシャコー
┐
　
シジ
┌
ハタヌ　ユナグ　ウプフジバーヌ　ナー
┐
　ティキティ　ニバン
┌
ミーヤ
┐
　ウ
ム
┌
ハタヌ　パハーウプフジバー　ナー
┐
　ティキータン　サン
┌
バン　アトゥラー
┐
　
ウム
┌
ハタ
┐
　シジ
┌
ハタヌ　マタパハープフジ　ナール
┐
　ティキー
┌
タル
┐
　ナー
┌
フ
ィン
┐
　ナシー
┌
ヤー
┐
　パハー
┌
ウプフジヌ
┐
　チョー
┌
レー　ナー
┐
　ティ
┌
キタスァー
[
┌naːrikjaː┐　jukka┌ʤiːrunu　ʔatu┐　ʔiʣai　┌nigatuːnu┐　ʔeː┌kaga┐　Φuka┌ma
nu　ʔupΦuguikai┐　niː┌gamineː┐　kuʤi┌wai　ʃimiːtiru┐　tikiː┌taru┐　θeː┌geː┐
jukiga　┌jaŋʃakoː┐　ʃiʤi┌hatanu　ʔupΦuʤibaː　naːru┐　tikiːtaru　┐junagu　
┌jaŋʃakoː┐　ʃiʤi┌hatanu　junagu　ʔupΦuʤibaːnu　naː┐　tikiti　nibam┌miːja┐　
ʔumu┌hatanu　pΦaːupΦuʤibaː　naː┐　tikiːtan　sam┌baŋ　ʔaturaː┐　ʔumu┌ha
ta┐　ʃiʤi┌hatanu　matapΦaːpΦuʤi　naːru┐　tikiː┌taru┐　naː┌Φin┐　naʃiː┌jaː┐　
pΦaː┌ʔupΦuʤinu┐　ʧoː┌reː　naː┐　ti┌kitar
○
aː]（命名＜名付け＞は、お産の四日後
にイザイホーの神事に参加している親戚の巫女が外間御殿の大庫裡へ行って根神
に籤を割ってもらって命名した。大概は、男の子であれば父方の祖父の名をつけた。
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女の子であれば、父方の祖母の名をつけて、次男＜二番目＞は母方の祖父の名をつ
けた。三男＜三番＞後からは母方、父方の曾祖父母の名をつけた。更に子供を産む
と祖父母の兄弟姉妹の名をつけたものだよ）
ナカ
┌
ノーイ [naka┌noːi]（名）
仲直り。オー
┌
エーッチ
┐
　ナカ
┌
ノーイ　シュン [ʔoː┌jeːtʧi┐　naka┌noːi　ʃuŋ]（喧
嘩して仲直りする）。オー
┌
エーッチカラ
┐
　ナカ
┌
ノーイ　シュン [ʔoː┌jeːtʧikara┐　
naka┌noːi　ʃuŋ]（喧嘩してから仲直りする）ともいう
ナカ
┌
リル [naka┌riru]（名）
三線の中弦。中高音を出すのに用いる弦。中程度の太さをもつ弦。
ナカン
┌
スィー [nakan┌θiː]（名）
次女。三姉妹の場合、二番目の女の子をいう。「中の手」の義か。ユナ
┌
グングヮヌ　
ミッ
┐
チャイ　チョー
┌
レー
┐
ン　
┌
バーイ
┐
　ニバン
┌
ミー
┐
ヤ　ナカン
┌
スィー　ッチー
ル [ juna┌guŋgwanu　mit┐ʧai　ʧoː┌reː┐m　┌baːi┐　nibam┌miː┐ja　nakan┌θiː　
tʧiːru]（女の子が三人兄弟の場合、二番目はナカンスィーという）
┌
ヌーン　ナラヌー [
┌nuːn　naranuː]（連）
無能者。何も出来ない者。下手だ。
┌
アヌ　チョー
┐
　ジーヤ　
┌
ヌーン
┐
　ナ
┌
ラン
[
┌
ʔanu　ʧoː┐　ʤiːja　┌nuːn┐　na┌raŋ]（あの人は字は拙い＜下手だ＞）。┌アン　
チョー
┐
　ジーヤ　ハキヨー
┌
スァヌ [
┌
ʔan　ʧoː┐　ʤiːja　hakijoː┌r
○
anu]（あの人は
文字は書けない）
┌
ヌレーン [
┌nureːŋ]（動）
叱る。罵る。「おのれ故　所詈而（ノラエテ）居れば～。万 3098」の転訛したもの。
┐
ウヤヌ　ッ
┌
クヮ　ヌレーン [
┐
ʔujanu　k┌k’wa　nureːŋ]（親が子供を叱る）。┐イ
フィン　
┌
ヌラーン [
┐
ʔiΦin　┌nuraːŋ]（ちっとも叱らない）。┌ヌレーブシャン [┌nure
ːbuʃaŋ]（叱りたい）。┌ヌラッ┐ティ　スゥラ┌シュン　チュン　グラ┐ン[┌nurat┐ti　
θura┌ʃun　ʧuŋ　gura┐ŋ]（叱ってくれる人もいない）。┌ヌラティ┐　ナラー┌シーヤ┐　
ワラ
┌
ビャー　シェイコー　シュン [
┌nurati┐　naraː┌ʃiːja┐　wara┌bjaː　ʃeikoː　
ʃuŋ]（叱って教えたら子供は成功する）。┌ヤーガ　ヌレーバ┐　ワヌン　┌ヌレー
スァ [
┌jaːga　nureːba┐　wanun　┌nureːr
○
a]（君が叱ったら私も叱るさ）。┌ヌラー
ンキバ [
┌nuraːŋkiba]（叱るな）。┐ハー　┌ヌレーバ [┐haː　┌nureːba]（早く叱れ
よ）。
┌
ヤーガ　ヌレーンシャコー
┐
　ワヌン　
┌
ヌレースァ [
┌jaːga　nureːŋʃakoː┐　
wanun　┌nureːr
○
a]（君が叱ったら私も叱るよ）。┌ヌレースィン　グラ┐ン [┌nureː
θiŋ　gura┐ŋ]（叱る人＜の＞もいない）
ハー
┌
キー [haː┌kiː]（名）
指きり。約束。ハー
┌
キー　シュン [haː┌kiː　ʃuŋ]（指きり＜約束＞をする）
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バー
┌
チー [baː┌ʧiː]（名）
おば（叔母）。父母の妹。最も年下の叔母には、
┌
バーチーグヮー [
┌baːʧiːgwaː] と
いう
┌
バーチーグヮー [
┌baːʧiːgwaː]（名）
最も年下の叔母。ワッ
┌
ター　バーチーグヮー
┐
ヤ　ワカ
┌
スァイーヤー
┐
　シュラハー
┌
ギ
ーッ
┐
チ　
┌
ウトゥ
┐
　ウッ
┌
チュータッチ　スァー[wat┌taː　baːʧiːgwaː┐ja　waka┌r
○
aiː
jaː┐　ʃurahaː┌giːt┐ʧi　┌ʔutu┐　ʔut┌ʧuːtatʧi　r
○
aː]（私の叔母さんは、若い時には
美人だといって、評判になっていたそうだ）
ハー
┌
ブヤー [haː┌bujaː]（名）
たこ（凧）。蝙蝠たこ。「蝙蝠、カハボリ」『類聚名義抄』の義。四角い凧。細い竹ひ
ごで四角形の型を作り、それに紙を貼って糸をつけ、風力で空中に舞い上がらせる
玩具。凧の尾を、
┌
ルー [
┌ruː（┌luː）] という。イー┌チュー [ʔiː┌ʧuː]（凧上げ用の
糸）。ハー
┌
ブヤ　アギーン [haː┌buja　ʔagiːŋ]（蝙蝠凧を揚げる）
パハー
┌
ウプフジ [pΦaː┌ʔupΦuʤi]（名）
先祖。パハー
┌
ウプフジバー　マティーン [pΦaː┌ʔupΦuʤibaː　matiːŋ]（先祖を祭る）
パハー
┌パハー [pΦaː┌pΦaː]（名）
祖母の呼称。
┌
ウプフジバー [
┌
ʔupΦuʤibaː]（祖母の名称）。┌ウンチョー┐　ワー　┌ウプ
フジバー
┐
　ヤイビール[
┌
ʔunʧoː┐　waː　┌ʔupΦuʤibaː┐　jaibiːru]（この人は私の祖
母です）。パハー
┌パハー
┐
　ムン　
┌
キーンショーリバ [pΦaː┌pΦaː┐　muŋ　┌kiːŋʃoː
riba]（お祖母さん、ご飯を下さいよ）
┌パハーランクー [
┌pΦaːraŋkuː]（名）
パーランクー。片側だけ張った胴の短い太鼓。久高島では一斗缶の空き缶を太鼓に
利用したものにもいう。
┌
モーエーグヮー[
┌moːjeːgwaː]（テンポの早い即興的な舞い）
の時に打ち鳴らした。
┌パハエー [
┌pΦajeː]（名）
かけっこ。競走。
┌パハエー　シュ
┐
ン [
┌pΦajeː　ʃu┐ŋ]（かけっこをする）
ハ
┌
キーン [ha
○
┌kiːŋ]（動）
賭ける。チャッ
┌
ピー
┐
　ハ
┌
キーガ [ʧap┌piː┐　ha
○
┌kiːga]（いくら賭けるか）。ワッ
┌
ター　ムンヌ
┐
　カ
┌
チーヤ
┐
　チャッ
┌
ピャー
┐
　ハ
┌
キーガ [wat┌taː　munnu┐　
ka┌ʧiːja┐　ʧap┌pjaː┐　ha
○
┌kiːga]（私のものが勝ったら、いくら賭けるか）
ハ
┌
キン [ha
○
┌kiŋ]（動）
書く。
┐
ジー　ハ
┌
キン [
┐
ʤiː　ha
○
┌kiŋ]（字を書く）。ハ┌カン [ha
○
┌kaŋ]（書かない）。
ハキ
┌
ブシャン [ha
○
ki┌buʃaŋ]（書きたい）。┌ハチ　ミー┐ン [┌haʧi　miː┐ŋ]（書い
てみる）。ハ
┌
チャン[ha
○
┌
ʧaŋ]（書いた）。ハ┌キン　チュン┐　グラン[ha
○
┌kin　ʧun┐
Hosei University Repository
－ 131 －
guraŋ]（書く人もいない）。┐ハキバ　┐スィミーン　┌ムン┐ヌ [┐ha
○
kiba　┐θimiːm　
┌mun┐nu]（書けばよいのに）。┌ヤーガ┐　ハキン┌シャコー┐　ワヌン　ハキ┌スァー
[
┌jaːga┐　ha
○
kiŋ┌ʃakoː┐　wanuŋ　ha
○
ki┌r
○
aː]（君が書くなら私も書くよ）。┐ユー　
ハチュー
┌
タ　シガル [
┐juː　haʧuː┌ta　ʃigaru]（よく書いていたのだが～）。┐ハ
ー　ハ
┌
キバ[
┐haː　ha
○
┌kiba]（早く書け）。ハキ┌スァー　スァン[ha
○
ki┌r
○
aː　r
○
aŋ]（書
くことはしない）。
┌
ナマ
┐
　ハチューン[
┌nama┐　ha
○
ʧuːŋ]（今書いている）。┌ナマ┐　
ハチャー　
┌
ナーン[
┌nama┐　ha
○
ʧaː　┌naːŋ]（今書いてはいない）。┌ナマ┐　ハチ
ューン
┌
シャコー [
┌nama┐　ha
○
ʧuːŋ┌ʃakoː]（今書いているなら～）。ハチャ┌スァー
[ha
○
ʧa┌r
○
aː]（書いたよ）
┌パハジマイン [
┌pΦaʤimaiŋ]（動）
始まる。
┌パハジマラン [
┌pΦaʤimaraŋ]（始まらない）。ガッ┌コー　ナマ　パハジマ
ラン [gak┌koː　nama　pΦaʤimaraŋ]（学校はまだ始まらない）。┌パハジマトゥーン
[
┌pΦaʤimatuːŋ]（始まっている）。
┌パハジミーン [
┌pΦaʤimiːŋ]（動）
始める。アチ
┌
ネー　パハジミーン [ʔaʧi┌neː　pΦaʤimiːŋ]（商売を始める）
ハ
┌
タウヤ [ha
○
┌taʔuja]（名）
かたおや（片親）。
ハタグヮー
┌
ムタシェー [ha
○
tagwaː┌mutaʃeː]（名）
かたぐるま（肩車）。かたうま。「肩持たせ」の義。ハタグヮー
┌
ムタシェー　シュ
┐
ン [hatagwaː┌mutaʃeː　ʃu┐ŋ]（肩車をする）
ハタピシャギー
┌
ター [ha
○
tapiʃagiː┌taː]（名）
片足跳び。ハタピシャギー
┌
ター　シュ
┐
ン [ha
○
tapiʃagiː┌taː　ʃu┐ŋ]（片足跳びをす
る）。ハタピシャギー
┌
ター　ッチ
┐
　アスィ
┌
ビン [ha
○
tapiʃagiː┌taː　tʧi┐　ʔaθi┌biŋ]
（片足跳びをして遊ぶ）
バッ
┌
ペー [bap┌peː]（名）
間違い。ケースァンバッ
┌
ペー [keːr
○
ambap┌peː]（計算間違い）。┌イクケーン┐　ケ
ースァンバッ
┌
ペー　チャン [
┌
ʔikukeːŋ┐　keːr
○
ambap┌peː　ʧ’aŋ]（何度も計算間違
いをした）。スァンミンバッ
┌
ペー [r
○
ammimbap┌peː]（計算間違い）ともいう
パハティウー
┌
マク [pΦatiʔuː┌maku]（名）
がきだいしょう（餓鬼大将）。最たる腕白者。
┌
アラー
┐
　ミカ
┌
シャー
┐
　パハティウ
ー
┌
マク
┐
　ヤタル [
┌
ʔaraː┐　mika┌ʃaː┐　pΦatiʔuː┌maku┐　jataru]（彼＜あれ＞は、
昔は最たる腕白者だった）
┌パハナ [
┌pΦana]（名）
遊郭の女性。玄人。技芸の道に熟達した女性。「花」の義。対義語は、
┌
ジク[
┌
ʤiku]（一
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般家庭の女性。「俗」の義）といった。
ハニ
┌
クイ [hani┌kui]（名）
三線の棹の頭部にある、弦を巻き締めるのに用いる器具。糸巻きの一種。ハニ
┌
クリ
[hani┌kuri] ともいう。┌ティンダミャー┐　ハニ┌クイシャーマル　シュ┐ンバー　┌ヤ
ル[
┌tindamjaː┐　hani┌kuiʃaːmaru　ʃu┐mbaː　┌jaru]（三線の調弦はハニクイで
するわけだ）
┌
ハニパハンリトゥーン [
┌hanipΦanrituːŋ]（動）
耄碌している。痴呆になっている。「勘外れている」の義。人間として正常な知覚、
感覚が発揮されない状態になる。
┐
スゥシ　
┌
スゥティ　ハニパハンリティ
┐
ナーン
[
┐θuʃi　┌θuti　hanipΦanriti┐naːŋ]（年を取って耄碌してしまった）
┌
ハビ [
┌habi]（名）
紙。
┌
ハビシャーマ
┐
　ティティ
┌
ミン [
┌habiʃaːma┐　ti
○
ti┌miŋ]（紙で包む）。┌ハビ
カイ
┐
　ハキン [
┌habikai┐　ha
○
kiŋ]（紙に書く）
┌
ハンゲーイン [
┌haŋgeːiŋ]（動）
考える。
┌
ハンゲーラ
┐
ン [
┌haŋgeːra┐ŋ]（考えない）。ハンゲー┌タン [haŋgeː┌taŋ]
（考えた）。
┌
ハンゲーブシャン [
┌haŋgeːbuʃaŋ]（考えたい）。ハン┌ゲーラン┐キ┌バ
[haŋ┌geːraŋ┐ki┌ba]（考えるなよ）。ハン┌ゲースィル┐　デー┌ジ　ヤル [haŋ┌geːθi
ru┐　deː┌ʤi　jaru]（考えること＜の＞が大切だ）。ティーティ┌グトゥ　ハンゲー
ヤ
┐
　ハン
┌
ゲーグトゥ　ワチ
┐
　シュー
┌
スァー [tiːti┌gutu　haŋgeːja┐　haŋ┌geːgu
tu　waʧi┐　ʃuː┌r
○
aː]（一つのことを考えると、考え＜アイディア＞が湧いてくるよ）
ピヒースァ
┌
ムドゥイ [pΦiːr
○
a┌mudui]（名）
寒の戻り。
┌
ナマジブ
┐
ン　ピヒースァ
┌
ムドゥイ
┐
ヌ　
┐
シャーマ　
┐ピヒースァ　
┌
ナタ
ン [
┌namaʤibu┐m　pΦiːr
○
a┌mudui┐nu　┐ʃaːma　┐pΦiːr
○
a　┌nataŋ]（今頃になって
寒の戻りがきて、寒くなったよ）
ピヒパハー
┌
チ [pΦipΦaː┌ʧi]（名）
（植）ヒハツモドキ。コショウ科のつる性植物。実は香辛料となる。新芽は混ぜご飯な
どに用いる。ひはつ（中国語の「畢撥」の転訛という『石垣方言辞典』）。クダカ
┌
ヌン
ドゥチヌ
┐
　アガリ
┌
バラヌ　イシガキカイル
┐
　ピヒパハー
┌
チャー
┐
　アイル [
┐kuda
ka┌nunduʧinu┐　ʔagari┌baranu　ʔiʃigakikairu┐　pΦipΦaː┌ʧaː┐　ʔairu]（久高のろ
殿内の東側の石垣に＜ぞ＞ヒハツモドキはある）。ピヒパハー
┌
チヌ　ミーヤ
┐
　フー　
┌
ナチ
┐
　ウイ
┌
エーヌ　バーイヌ　スィームンカイ
┐
　ティ
┌
ケータスァー [pΦipΦaː
┌
ʧinu　miːja┐　Φuː　┌naʧi┐　ʔui┌jeːnu　baːinu　θiːmuŋkai┐　ti
○
┌keːtar
○
aː]（ヒハ
ツモドキの実は粉にして、お祝いの時の吸い物に使ったよ）
┌
ヒヤシュン [
┌çijaʃuŋ]（動）
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いじめる（虐める）。
┌
ヒヤスァン [
┌çijar
○
aŋ]（虐めない）。┌ヒヤチャン [┌çijaʧaŋ]（虐
めた）。
┌
ヒヤチュー
┐
ン [
┌çijaʧuː┐ŋ]（虐めている）。┌ヒヤスァットゥーン [┌çija
r
○
attuːŋ]（虐められている）。┌ヒヤスァッ┐ティ　┌ナチューン [┌çijar
○
at┐ti　┌naʧu
ːŋ]（虐められて泣いている）。ッ┌チュ　ヒヤスゥスァー┐　ギーフ┌トー┐　アラン┌ド
ー[t┌ʧu　çijaθur
○
aː┐　giːΦu
○
┌toː┐　ʔaran┌doː]（他人を虐めるのは良いことではない
ぞ）。ヒヤ
┌
スィバ[çija┌θiba]（虐めなさいよ）。┌ヒヤスァンキバ [┌çijar
○
aŋkiba]（虐
めるな＜虐めないでおけ＞）。ミカ
┌
シャー
┐
　ユー　
┌
ヒヤスァッタン [mika┌ʃaː┐　
juː　┌çijar
○
attaŋ]（昔はよく虐められた）
┌ピヒン
┐
　シュン [
┌pΦiŋ┐　ʃuŋ]（連）
すねる（拗ねる）。
┌
ムリーン [
┌muriːŋ]（すねる。ひねる）ともいう。ワラ┌ビ┐ヌ　
┌ピヒンチ　イースァー
┐
　チカン[wara┌bi┐nu　┌pΦinʧi　ʔiːr
○
aː┐　ʧi
○
kaŋ]（子供が
拗ねて、言うことを聞かない）。
┌ピヒン　チャン
┐
　フトー　
┐
ナーン [
┌pΦin　ʧaŋ┐　
Φu
○
toː　┐naːŋ]（拗ねたことはない）
┌ピヒントー [
┌pΦintoː]（名）
返答。
┌ピヒントー　シュン [
┌pΦintoː　ʃuŋ]（返答する。返事する）
ブー
┌
カー [buː┌kaː]（名）
風船。風船玉。豚の
┌
フグイ [
┌Φugui]（ふぐり。膀胱）に空気を吹き込んで膨らませ、
毬状にしたもの。遊具の一つ。ブー
┌
カー
┐
　プ
┌
キン [buː┌kaː┐　pu┌kiŋ]（風船を
ふくらませる。風船を吹く）。紙風船やゴム風船にもいう
ブー
┌
スァー [buː┌r
○
aː]（名）
じゃんけん（石拳）。
┌
イ
┐
シ [
┌
ʔi┐ʃi]（石。手の五指を折り曲げて拳を作り、それを
石としたもの）。
┌パハスァミ [
┌pΦar
○
ami]（鋏。人差し指と中指で鋏の形を作ったも
の）。掌は「紙」を表し、
┌
ハミ [
┌hami]（紙）は「石」に勝ち、「石」は「鋏」に勝ち、
「鋏」は「紙」に勝つ、というルールで勝負を競う遊び。ブー
┌
スァー　シュン [buː
┌r
○
aː　ʃuŋ]（じゃんけん＜石拳＞をする）。
フートゥウトゥ
┌
シェー [Φuːtuʔutu┌ʃeː]（名）
波乗り遊び。台風通過後に荒波に乗って泳ぐ遊び。小さな板に腹ばいになり、寄せ
てくるの大波に乗って遊んだ。現代のサーフィンのような遊びである。
┌
フーラットゥー
┐
ン [
┌Φuːrattuː┐ŋ]（連）
いいなずけ（許婚）である。婚約を結んである。「＜妻に＞乞われている」の義。
┌
ウラ
ー
┐
　ワン
┌
ネー　フーラットゥー
┐
ン [
┌
ʔuraː┐　wan┌neː　Φuːrattuː┐ŋ]（これ＜こ
の人＞は、私の許婚である＜私の妻に乞われている＞）。
┌
キーラットゥー
┐
ン [
┌kiː
rattuː┐ŋ]（呉れられている。貰われている）ともいう。
フパハ
┌
スァン [ΦupΦa┌r
○
aŋ]（形）
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籤運が悪い。くじ（籤）が当たらない。「硬い」の義。ワナー　
┌
ムエー　スゥイブシ
ャ
┐
ン　バー
┌
イン
┐
　クジ　フパハ
┌
スァヌ　チャー
┐
　スゥラ
┌
ランタン [
┐wanaː　
┌mujeː　θuibuʃa┐m　baː┌iŋ┐　kuʤi　Φu
○
pΦa┌r
○
anu　ʧaː┐　θura┌rantaŋ]（私は、
頼母子講＜頼合。無尽＞を取りたい場合も籤運が悪いので、いつも取れなかった）。タカ
ラ
┌
クジ
┐
　メー
┌
ニン　ホーイシガ
┐
　クジ　フパハ
┌
スァヌ　アタタン　フトー
┐
　ナー
┌
ン[takara┌kuʤi┐　meː┌niŋ　hoːiʃiga┐　kuʤi　Φu
○
pΦa┌r
○
anu　ʔatataŋ　Φutoː┐　
naː┌ŋ]（宝籤を毎年買うが、籤運が悪くて当選したことがない＜当ったことがない＞）
┌
フミーン [
┌Φumiːŋ]（動）
ほめる（褒める。誉める）。
┌
フミラン[
┌Φumiraŋ]（褒めない）。┌フミブシャン [┌Φu
mibuʃaŋ]（褒めたい）。フミー┌スァー　ヌーン┐　ナーン [Φumiː┌r
○
aː　nuːn┐　naː
ŋ]（褒めるのは何もない）。フミー┌ヤー [Φumiː┌jaː]（褒めたら）。┌ヤーガ┐　フミ
ーン
┌
シャコー
┐
　ワニン　フミー
┌
スァ [
┌jaːga┐　Φumiːŋ┌ʃakoː┐　waniŋ　Φumi
ː┌r
○
a]（君が褒めるなら私も褒めるよ）。フミ┌リバ [Φumi┌riba]（褒めなさい）。フ
ミ
┌
トゥーン [Φumi┌tuːŋ]（褒めている）。フミ┌トゥータン [Φumi┌tuːtaŋ]（褒め
ていた）。
┌
ウラー
┐
　フミー
┌
ヤ
┐
　ユー　
┌
シグトー　シュン[
┌
ʔuraː┐　Φumiː┌ja┐　
juː　┌ʃigutoː　ʃuŋ]（彼＜あれ＞は褒めたらよく仕事をする）。フミ┌タ┐ヌ　ンナ┌ギ
ヌ
┐
　ミー　ピチャ
┌
タン [Φumi┌ta┐nu　nna┌ginu┐　miː　pi
○
ʧa┌taŋ]（誉めた鰻が
目を光らせた＜誉められた人が反抗した＞。諺の「飼い犬に手を咬まれた」の意）
┌
フリ [
┌Φuri]（名）
筆。
┌
フリシャーマ
┐
　ジー　
┌
ハキン [
┌Φuriʃaːma┐　ʤiː　┌hakiŋ]（筆で字を書く）
フリ
┌
バク [Φuri┌baku]（名）
筆箱。フリ
┌
バクカイ　エンピツ
┐
　イリーン[Φuri┌bakukai　jempiʦu┐　ʔiriːŋ]（筆
箱に鉛筆を入れる）。標準語からの借用語。
┌プフルワーシュン [
┌pΦuruwaːʃuŋ]（動）
育てる。成長させる。
┌
ウヌ　ックヮー
┐
　ワーガ　
┌プフルワーチャン[
┌
ʔunu　kk’wa
ː┐　waːga　┌pΦuruwaːʧaŋ]（この子は私が育てた）。┌プフルワースァン [┌pΦuru
waːr
○
aŋ]（育てない）。┌プフルワーチャン[┌pΦuruwaːʧaŋ]（育てた）。┌プフルプフル┐　
ナイ
┌
ヤー　スゥジー
┐
ン　ハメー
┌
ラン
┐
バ [
┌ pΦurupΦuru┐　nai┌jaː　θuʤiː┐ŋ　
hameː┌ram┐ba]（年頃になったら妻をめとらないといけないよ）
┌プフンデー [
┌pΦundeː]（名）
甘えん坊。甘ったれ。やりたい放題にする子。「放題」の転訛したもの。
┌プフンデ
ー　シュン [
┌pΦundeː　ʃuŋ]（甘ったれる）。┌アヌ　ックヮー┐　ウヤ┌ネー　プフ
ンデー　シュン [
┌
ʔanu　kk’waː┐　ʔuja┌neː　pΦundeː　ʃuŋ]（あの子は親に甘っ
たれる）
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┌ペヘーン
┐
シ [
┌pΦeːŋ┐ʃi]（固）
海底地名。干瀬の名。「南方の干瀬」の義か。
┌
ベンキョー [
┌beŋkjoː]（名）
勉強。標準語からの借用語。
┌
ベンキョー　シュ
┐
ン [
┌beŋkjoː　ʃu┐ŋ]（勉強する）。
老年層は、ティシ
┌
ミ
┐
ガクムン [ti
○
ʃi┌mi┐gakumuŋ]（勉強すること。「手染＜習字
や読書＞め学問」の義か）と言っていた。ティシ
┌
ミ
┐
ガクムン　
┌
ユ
┐
ク　
┐
ナラテ
ィ [ti
○
ʃi┌mi┐gakumuɲ　┌ju┐ku　┐narati]（よく勉強して＜習字や読書よく習って＞）
┌
ホン [
┌hoŋ]（名）
本。書物。標準語からの借用語。
┌
ホン　ユミン[
┌hoɲ　jumiŋ]（本を読む）。老年層は、
┌
スィム
┐
チ [
┌θimu┐ʧi]（書物）という。┌スィムチ　ユミン [┌θimuʧi　jumiŋ]（書
物を読む）
ホン
┌
バク [hom┌baku]（名）
本箱。標準語からの借用語。ホン
┌
バクカイ　ホン
┐
　イ
┌
リーン [hom┌bakukai　
hoŋ┐　ʔi┌riːŋ]（本箱に本を入れる）
┌
マ
┐
イ [
┌ma┐i]（名）
まり（毬）。ゴム毬。女の子が毬つきをして遊んだ。
┐
マイ　
┌
ティキン[
┐mai　┌tikiŋ]（毬
をつく）。マイ
┌
シャーマ　アスィビン [mai┌ʃaːma　ʔaθibiŋ]（毬で遊ぶ）という
のが普通。昔は、正月にだけ女の子は毬を買ってもらった。ゴム毬が普通で、糸巻
きの毬はなかった。
┌
マガラ [
┌magara]（名）
父方の血筋（血統）。
┌
ックヮマガラ [
┌kk’wamagara]（子孫。父方の血筋をひく子孫）
ともいう
┌
マジョー
┐
イ　
┌
グン [
┌maʤoː┐i　┌guŋ]（連）
同居している。「一緒にいる」の義。クヮン
┌
シャーン
┐
　マ
┌
ジョー
┐
イ　
┐
グン [kwaŋ
┌
ʃaːm┐　ma┌ʤoː┐i　┐guŋ]（子供達も一緒にいる＜同居している＞）
マス
┌
ケー [masu┌keː]（名）
おはじき（御弾き）の石。サザエ貝の蓋を利用して遊ぶもの。遊具の一つ
┌
マタ
┐
イチク [
┌mata┐ʔiʧiku]（名）
またいとこ（又従兄弟、又従姉妹）。エー
┌
カー　マタイチクマリー
┐
　ヤル[ʔeː┌kaː　
mataʔiʧikumariː┐　jaru]（親戚は又従兄弟までである）
┌
マタンマガ [
┌mataʔmmaga]（名）
ひまご（曾孫）。孫の子。
┌
マタンマガ　ミーン　チョー
┐
　ウプフ
┌
スァイビースァ
[
┌mataʔmmaga　miːn　ʧoː┐　ʔupΦu┌r
○
aibiːr
○
aː]（曾孫を見る＜ことの出来る＞人
は多いですよ）
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マチ
┌
ゲー [maʧi┌geː]（名）
間違い
┌
ママチョーデー [
┌mamaʧoːdeː]（名）
ままきょうだい（継兄弟）。
┌
スァニティーティー [
┌r
○
anitiːtiː]（異母兄弟。「種一つ」
の義）、
┌
ワタワカイ [
┌watawakai]（腹違い）ともいう
┌
ミーグフヮー [
┌miːguΦaː]（名）
不眠症の状態。眠れないこと。目が冴えること。「目・強さ」の転訛したもの。「磽、
己波志（こはし）」『新撰字鏡』の義。
┌
ミーックヮ [
┌miːkk’wa]（名）
めい（姪）。「姪子」の義。
┌
ミーックヮー
┐
　イキ
┌
ラスァン[
┌miːkk’waː┐　ʔiki┌rar
○
aŋ]（姪
は少ない）
ミー
┌
スゥンダ [miː┌θunda]（名）
夫婦。「妻夫、メヲト」『易林本節用集』の転訛したもの。ミー
┌
スゥンダン　ナカ
┐
　
ユタ
┌
スァン [miː┌θundan　naka┐　juta┌r
○
aŋ]（夫婦仲はよい）。ミー┌スゥンダヌ　
ナカー
┐
　ユタ
┌
スァン [miː┌θundanu　nakaː┐　juta┌r
○
aŋ]（夫婦の仲は良い）
ミースゥンダ
┌
オーエー [miːθunda┌ʔoːjeː]（名）
夫婦喧嘩。「メヲト・アフアヒ（合ふ合ひ）」の義か。「闘、タタカフ・アフ」『類聚名義抄』
の転訛したもの。
ミーフ
┌パハヤー [miːΦu
○
┌pΦajaː]（名）
不眠症の人。宵っ張り。夜遅くまで目が冴えて眠れない人。ミーフ
┌パハヤーガ
┐
　
アスァニ
┌
スァー [miːΦu┌pΦajaːga┐　ʔar
○
ani┌r
○
aː]（宵っ張りは朝寝坊である）
ミー
┌
ムン [miː┌muŋ]（名）
みせもの（見世物）。手品やサーカス、芝居など。昔、久高島の学校に琵琶師が来て
筑前琵琶を演奏したことがあった。
ミー
┌
リケー [miː┌rikeː]（名）
見習い。「見使い」の義。弟子や丁稚など。大工などの見習い弟子。戦前には、久高
島では大工はいなかった。知念あたりから大工を頼んでいた。
ミー
┌
リル [miː┌riru]（名）
三味線（三線）の雌弦。最も細い弦。高音を出す際に用いられる弦。
┌
ミーンマガ [
┌miːʔmmaga]（名）
やしゃご（玄孫）。
┌
ミーンマガ　ミースァー
┐
　ナカ
┌
ナカ　グイビラン [
┌miː
ʔmmaga　miːr
○
aː┐　naka┌naka　guibiraŋ]（玄孫を見ることのできる人はなかな
かおりません）
┌
ミチユラリー [
┌miʧijurariː]（名）
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みちくさ（道草）を食うこと。
┌
ミチユラリー　シュン [
┌miʧijurariː　ʃuŋ]（道草
を食う）。ユラ
┌
リーン [ jura┌riːŋ]（寄り道する）。
ミャー
┌
ルビ [mjaː┌rubi]（名）
乙女。17歳頃から 18歳頃までの若い女の子。「女童」と表記される。ワッ
┌
ター　シ
マヌ　ミャールビンシャーヤ
┐
　イチバン
┌
ルイヌ　ウテー　マングラー　ハーチ　ミ
リ　クミーガ
┐
　スゥー
┌
イタスァー [wat┌taː　ʃimanu　mjaːrubiŋʃaːja┐　ʔiʧiban
┌ruinu　ʔuteː　maŋguraː　haːʧi　miri　kumiːga┐　θuː┌itar
○
aː]（私たちの島の乙
女＜女童＞たちは、一番鶏が鳴く頃には井戸へ水汲みに通ったよ）。ヒティミティ
┌
ムン
ヌ　アトー
┐
　パハン
┌
シグトゥン
┐
　シュイ　
┐
スァムン　
┌
スゥイガン
┐
　イキー　ユク
┌
イン　ピマー
┐
　ナーン
┌
タン[çi
○
timiti┌munnu　ʔatoː┐　pΦaŋ┌ʃigutuŋ┐　ʃui　
┐r
○
amun　┌θuigaŋ┐　ʔikiː　juku┌jim　pimaː┐　naːn┌taŋ]（朝食の後は畑仕事もす
るし、薪取りにも行き、休む暇はなかった）
┌
メー
┐
ビ [
┌meː┐bi]（名）
真似。模倣。
┌
チュヌ　メービ　シュン [
┌
ʧunu　meːbi　ʃuŋ]（他人の真似をする）
┌
ムク [
┌muku]（名）
むこ（婿）。娘の夫。
┌
ムクヌ　チャン [
┌mukunu　ʧaŋ]（婿がきた）。ワッ┌ター　
ムコー
┐
　ギー　
┌
ムク　ヤイビール [wat┌taː　mukoː┐　giː　┌muku　jaibiːru]（私
の家の婿はいい婿です）
┌
ムトゥドゥクマ [
┌mutudukuma]（名）
本家。
┌
ウプフヤー [
┌
ʔupΦujaː]（大家。本家）ともいう。┌ウマー┐　ワッ┌ター　ム
トゥドゥクマ
┐
　ヤイ
┌
ビール [
┌
ʔumaː┐　wat┌taː　mutudukuma┐　jai┌biːru]（そ
こは私の本家です）
┌
ムリーン [
┌muriːŋ]（動）
すねる（拗ねる）。ワラ
┌
ビ
┐
ヌ　
┐
ムリティ　
┌
イースァー
┐
　チカン [wara┌bi┐nu　
┐muriti　┌ʔiːr
○
aː┐　ʧi
○
kaŋ]（子供が拗ねて言うことを聞かない）。ムリ┌タン┐　フ
トー　
┐
ナーン [muri┌taŋ┐　Φu
○
toː　┐naːŋ]（拗ねたことはない）
ムン
┌
ナラーシ [mun┌naraːʃi]（名）
教えること。仕付けること。躾けごと。躾け教育。
┌
ナラーシュン[
┌naraːʃuŋ]（教える。
「習わせる」の義）。ワラ
┌
ビヌ　ムンナラーシカイ
┐
　クロー　
┌
シュン[wara┌binu　
munnaraːʃikai┐　kuroː　┌ʃuŋ]（子供の教育＜躾け＞で難儀を＜苦労＞する）
ムン
┌
ナレー [mun┌nareː]（名）
学ぶこと。教えを受けること。学問をすること。教育を受けること。「もの習い」の義。
┐
ヤー [
┐jaː]（名）
家。家屋。家庭。
┐
ヤー　
┌
ティギン [
┐jaː　┌tigiŋ]（家を継ぐ）。ヤー┌キネー [ jaː
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┌kineː]（家庭）。「家・家内」の義
┌
ミャー [
┌mjaː]（助）
感嘆の意を表す終助詞。
┐
ユー　
┌
ハナシャー　スァッタンミャー [
┐juː　┌hanaʃaː　
r
○
attammjaː]（よく可愛がられたなあ）
┌
ヤー [
┌jaː]（代）
お前。君。「儞が造れる屋」『日本書紀　神武即位前』の転訛したものか。
┌
ヤーヤ
┐
　
マー
┌
ヌガ [
┌jaːja┐　maː┌nuga]（君はどこの家の子か）。イッ┌ター　ヤーン　ナー
ヤ
┐
　ヌー　
┌
チガ [ʔit┌taː　jaːn　naːja┐　nuː　┌ʧiga]（君たちの家の名は何とい
うか。屋号は何というか）。
┌
ウラー
┐
　ヤー　
┌
ム
┐
ン　
┐
ヤル [
┌
ʔuraː┐　jaː　┌mu┐
ɲ　
┐jaru]（これは君のものだ）。┌ヤーヤ┐　ワラビ┌チューイラ┐　シマヌ　┌ウヤス
ィラネーヤ
┐
　ユー　
┌
ハナシャー　スァッタンミャー [
┌jaːja┐　warabi┌ʧuːira┐　
ʃimanu　┌ʔujaθiraneːja┐　juː　┌hanaʃaː　r
○
attammjaː]（君は子供の時から島の
先輩方には、よく可愛がられたなあ）
ヤー
┌
キネー [ jaː┌kineː]（名）
家庭。「家・家内」の義。
ヤーニン
┌
ジュ [jaːnin┌ʤu]（名）
家族。「家人数」の転訛したもの。ヤーニン
┌
ジュヌ
┐
　ウプフ
┌
スァン[ jaːnin┌ʤunu┐　
ʔupΦu┌r
○
aŋ]（家族が多い）
┌
ヤーワカ
┐
イ [
┌jaːwaka┐i]（名）
独立別居。分家すること。「家分かれ」の義。クヮン
┌
シャーガ
┐
　ヤー　ワカ
┌
トゥ
ー
┐
ン [kwaŋ┌ʃaːga┐　jaː　waka┌tuː┐ŋ]（子供達が独立別居している）
┌
ヤカー [
┌jakaː]（名）
次兄。親族名称、呼称。ウプフ
┌
ヤカー[ʔupΦu┌jakaː]（長兄）。┌ヤカー[┌jakaː]（次兄）。
┌
ヤカーグヮー [
┌jakaːgwaː]（三兄）。┌ヤカー　マジョー┐イ　┌イキャビラ[┌jakaː　
maʤoː┐i　┌ʔikjabira]（兄さん、一緒にいきましょう）
┌
ヤカーグヮー [
┌jakaːgwaː]（名）
三兄。
┌
ヤカー [
┌jakaː]（次兄）に指小辞┌グヮー [┌gwaː]（小さいもの。愛称）が
付いて形成された語。「小兄さん」の義。一番年下の兄。
┌
ヤグスァミ [
┌jagur
○
ami]（名）
やもめ（鰥夫）。ユキ
┌
ガヤグスァミ [ juki┌gajagur
○
ami]（男やもめ。妻を亡くした男）
┌
ヤシネーウヤ [
┌jaʃineːʔuja]（名）
①養父母。育ての親。「養い親」の転訛したもの。②仮親。子供が幼少の頃に病気が
ちな場合、それは両親との相性が悪いからとされ、形式的に「養い親」を依頼して
┌
スィースィ [
┌θiːθi]（末吉宮）に健康祈願をした。代表者が┌ウスァカティ [┌ʔur
○
a
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kati]（酒代）を集めて奉納した。┌アラー┐　ワラビ┌チューイヤ┐　ユー　┌パハナシ
キ　ハカティ
┐
　ヨー
┌
スァヌ　ックヮ
┐
　ヤタ
┌
スィガ　ヤシネーウヤニ　ダカチャク
トゥ　ウンニーラ　パハナシキン
┐
　ハカ
┌
ラナ
┐
　ガンジュースァ　
┐
ナトゥーン [
┌
ʔa
raː┐　warabi┌ʧuːija┐　juː　┌pΦanaʃi
○
ki　hakati┐　joː┌r
○
anu　kk’wa┐　jata┌θiga　
jaʃineːʔujani　dakaʧakutu　ʔunniːra　pΦanaʃikiŋ┐　haka┌rana┐　ganʤuːr
○
a　┐na
tuːŋ]（あの子は幼い頃はよく風邪をひいて弱い子であったが、仮親＜養い親＞に抱
かせたら、それ以来風邪もひかず、健康＜頑丈＞になっている）
ユー
┌
ベー [ juː┌beː]（名）
めかけ（妾）。
┌
ニングリ [
┌niŋguri]（妾）ともいう。┌ウラー　ッチュヌ　ユーベ
ー
┐
　ナトゥーン [
┌
ʔuraː　tʧunu　juːbeː┐　natuːŋ]（彼＜あれ＞は他人の妾になっ
ている）
┌
ユキー [
┌jukiː]（名）
兄弟。姉妹より兄弟全体をさしていう名称。「ゑけり」の転訛したもの。
┌
ックヮー
┐
　
イク
┌
タイ　ヤチー
┐
ヤ。　
┌
ユナイ　ユキードゥ　ヤイビール[
┌kk’waː┐　ʔiku┌tai　
jaʧiː┐ja　┌junai　jukiːdu　jaibiːru]（子供は何人でしたか。姉妹と兄弟です）
┌
ユキガチョーデー [
┌jukigaʧoːdeː]（名）
男兄弟。
┌
ユキー [
┌jukiː]（兄弟）ともいう。
ユキ
┌
ガンウヤ [ juki┌gaŋʔuja]（名）
男の親。父親。ユキ
┌
ガンウヤー　スァビ
┐
チ　
┐
ンジューン [ juki┌gaŋʔujaː　r
○
abi┐
ʧi　┐ʔnʤuːŋ]（父親は旅に行っている）。┌ゲーマスァビ [┌geːmar
○
abi]（八重山旅）
ユキ
┌
ガングヮ [ juki┌gaŋgwa]（名）
男の子。12、3歳ごろまでの男児をいう。
┌
アマー
┐
　ユナ
┌
グングヮ　ユッタイヌ　ア
トゥラ
┐
　ユキ
┌
ガングヮヌ　ウマリティ
┐
　ウプフ
┌
シュー
┐
　パハー
┌パハーヤ
┐
　チャ
ッ
┌
チヌ　ウマリタン
┐
チャーマ　デー
┌
ジ
┐
ナ　
┐
ウッシャ　
┌
チュータン [
┌
ʔamaː┐　
juna┌guŋgwa　juttainu　ʔatura┐　juki┌ gaŋgwanu　ʔumariti┐　ʔupΦu
○
┌
ʃuː┐　
pΦaː┌ pΦaːja┐　ʧat┌ʧinu　ʔumaritan┐ʧaːma　deː┌ʤi┐na　┐ʔuʃʃa　┌ʧuːtaŋ]（あ
の家は女の子四人の後に男の子が生まれて、お祖父さん、お祖母さんは嫡子が生
まれたといって大変喜んでおられた）。ユキ
┌
ガングヮ　ナチャン [ juki┌gaŋgwa　
naʧaŋ]（男の子を産んだ）
┌
ユクイ [
┌jukui]（名）
休息。休み。「息舌、伊己不（いこふ）」『新撰字鏡』の転訛したもの。スァン
┌
ジニ
┐
　
ユク
┌
イン[r
○
an┌ʤini┐　juku┌iŋ]（三時に休憩する）。┐ビョーキ　┌ナティ┐　ニスァ
ン
┌
ニチャー
┐
　イトゥマ　
┌
スァンバ
┐
　ナ
┌
ラン [
┐bjoːki　┌nati┐　nir
○
an┌niʧaː┐　
ʔituma　┌r
○
amba┐　na┌raŋ]（病気になって、二、三日は休まないといけない）。ユク
Hosei University Repository
－ 140 －
┌
ランバ
┐
　ナラン[ juku┌ramba┐　naraŋ]（休まないといけない）。ユクリ┌バル┐　
ナイル[ jukuri┌baru┐　nairu]（休んだほうが良い）
ユク
┌
イン [ juku┌iŋ]（動）
休む。欠席する。
┌
ユクイ[
┌jukui]（休み。休むこと。欠席）。ユク┌タン[ juku┌taŋ]（欠
席した）。
┌パハナシキ　ハカティ
┐
　ガッ
┌
コーヤ
┐
　ユク
┌
タン [
┌ pΦanaʃi
○
ki　
hakati┐　gak┌koːja┐　juku┌taŋ]（風邪をひいて学校は休んだ）。┌ヤーヤ┐　ニテ
ィヌ　
┐
アクトゥ　
┐
シューヤ　
┌
ガッコー
┐
　ユク
┌
ヤースァナー [
┌jaːja┐　nitinu　
┐
ʔakutu　┐ʃuːja　┌gakkoː┐　juku┌jaːr
○
anaː]（君は熱があるから、今日は学校を休
んだらどうか）。ユクリ
┌
バル
┐
　ナイル [ jukuri┌baru┐　nairu]（休んだ方がよい）。
ユク
┌
ランバ
┐
　ナラン [ juku┌ramba┐　naraŋ]（休まないといけない）
┌
ユクッチ [
┌jukutʧi]（名）
うそ（嘘）。虚言。「讒、与己須（よこす）」『新撰字鏡』の転訛したもの。ユクッチ
┌
ム
ニー　シュン[ jukutʧi┌muniː　ʃuŋ]（嘘をつく＜よこしものいいをする＞）。ユク
ッチムニ
┌
スァー [ jukutʧimuni┌r
○
aː]（嘘つき）。ユ┌クッチャー　イヤン┐キ┌バ [ ju
┌kutʧaː　ʔijaŋ┐ki┌ba]（嘘をつくな＜言うな＞）。ユクッチ┌ムニーヤ　スァンキバ
[ jukutʧi┌muniːja　r
○
aŋkiba]（嘘をつくな＜虚言は言うな＞）
┌
ユナイ [
┌junai]（名）
姉妹。兄弟より姉妹全体をさしていう名称。転じて姉、妹をさす。「をなり」の転訛したもの。
グナイ[
┌gunai]（姉妹＜をなり＞）ともいう。┌アラー┐　ワー　┌ユナイ（┌スィラ）┐　
ヤイ
┌
ビール[
┌
ʔaraː┐　waː　┌junai（┌θira）┐　jai┌biːru]（あれは私の姉＜「伊母
毛勢母＜イモモセモ＞～。万3962」＞です）
┐
ユナイ　
┌
ユキー
┐
　ナチャン[
┐junai
┌jukiː┐　naʧaŋ]（兄＜弟＞と＜姉＞妹を産んだ）
ユナ
┌
グウッ
┐
トゥ [ juna┌guʔut┐tu]（名）
妹。「女弟人」の義。
┌
ウラー
┐
　ワー　
┌
ウッ
┐
トゥ　
┌
ヤイビール [
┌
ʔuraː┐　waː　
┌
ʔut┐tu　┌jaibiːru]（これは私の妹です）
ユナグ
┌
スィトゥ [ junagu┌θitu]（名）
しゅうとめ（姑）。単にスィ
┌
トゥ [θi
○
┌tu]（姑）ともいう
┌
ユナグヤグスァミ [
┌junagujagur
○
ami]（名）
おんなやもめ（女鰥夫）。夫を亡くした女。たんに
┌
ヤグスァミ [
┌jagur
○
ami]（やも
め＜鰥夫＞）ともいう
ユナ
┌
グンウヤ [ juna┌guŋʔuja]（名）
母親。「女の親」の義。ユナ
┌
グンウヤー
┐
　パハン
┌
チ
┐
　ンジューン [ juna┌guŋʔuja
ː┐　pΦan┌ʧi┐　ʔnʤuːŋ]（母親は、畑に出ている）。パハン┌チ┐　ンム　┌フイガ┐　
ンジューン [pΦan┌ʧi┐　ʔmmu　┌Φuiga┐　ʔnʤuːŋ]（畑へ芋を掘りにいっている）。
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昔は、水汲み、畑仕事、薪取り、ワー
┌
ムン　カーシュン [waː┌muŋ　kaːʃuŋ]（豚
の餌やり）は母親の仕事であった
ユナ
┌
グングヮ [ juna┌guŋgwa]（名）
娘。「女の子」の義。ユナ
┌
グングヮヌ
┐
　ウマリタン[ juna┌guŋgwanu┐　ʔumaritaŋ]
（娘＜女の子＞が生まれた）。ユナ
┌
グングヮ　ナチャン [ juna┌guŋgwa　naʧaŋ]（娘
＜女の子＞を産んだ）。女の子は 20 歳ごろまでには結婚した
┌
ユミ [
┌jumi]（名）
嫁。ッ
┌
クヮヌ　ユミ　スォーティ
┐
　チャン [k┌k’wanu　jumi　θoːti┐　ʧaŋ]（息
子＜子供＞が嫁を連れてきた＜結婚した＞）
┌
ユミン [
┌jumiŋ]（動）
①読む。
┌
ユマン[
┌jumaŋ]（読まない）。ユミ┌ブシャン[ jumi┌buʃaŋ]（読みたい）。
┌
ユリンユリン [
┌juriɲjuriŋ]（読んでも読んでも）。┐ユミヌ　┌ホンヌ┐　ナー┌ン[┐ju
minu　┌honnu┐　naː┌ŋ]（読む本がない）。ユ┌ミン　チュヌ┐　グ┌ラン [┌ju┌min
ʧunu┐　gu┌raŋ]（読む人がいない）┌ヤーガ┐　ユミン┌シャコー┐　ワヌン　ユミ┌ス
ァー[
┌jaːga┐　jumiŋ┌ʃakoː┐　wanuɲ　jumi┌r
○
aː]（君が読むなら私も読むよ）。┐ハ
ー　
┌
ユンバ [
┐haː　┌jumba]（早く読めよ）。ユミ┌ビースァー [ jumi┌biːr
○
aː]（読
みます）。ユルー
┌
ヤビースァー [ juruː┌jabiːr
○
aː]（読んでいます）。┌ユルーン [┌juru
ːŋ]（読んでいる）。┌アラー┐　ユルースァ[┌ʔaraː┐　juruːr
○
a]（あれは読んであるよ。
読んだよ）。
┐
ユラー　
┌
グラン[
┐juraː　┌guraŋ]（読んではいない）。┌ユローン[┌ju
roːŋ]（読んだ）。┌アヌ　ホノー　キッサ┐　ユラ┌スァー [┌ʔanu　honoː　kissa┐　
jura┌r
○
aː]（あの本はすでに読んだよ）。ユルー┌タン [ juruː┌taŋ]（読んでいた）。ユ
ルー
┌
タンシャコー
┐
　ウンネー　
┌
ジューヤ
┐
　イ
┌
ヤ
┐
ン　
┌パハリ
┐
ロー[ juruː┌taŋʃa
koː┐　ʔunneː┌ʤuːja┐　ʔi┌ja┐m　┌pΦari┐roː]（読んでいたら、あんなことは言わな
いはずだよ）。②数える。イク
┌
タイガ　グラ
┐
　ユリ　ミ
┌
ヤーンディ [ʔiku┌taiga　
gura┐　juri　mi┌jaːndi]（何人いるか、数えてごらんよ）
ユラ
┌
リーン [ jura┌riːŋ]（動）
寄り道をする。道草を食う。
┌
ガッコー
┐
　ヘー
┌
イ　ユラッティ　ネッカ
┐
ル　ヘー
┌
トゥール [
┌gakkoː┐　heː┌i　juratti　nekka┐ru　heː┌tuːru]（学校からの帰りに寄
り道をして＜道草をくって＞、ずいぶん遅くなって帰った）
┌
ヨーシ [
┌joːʃi]（名）
養子。
┌
ヨーシングヮ [
┌joːʃiŋgwa]（養子）ともいう。幼児期の養子に対していう。
┌
ウヌ　ックヮー
┐
　ワー　
┌
ヨーシチ　ギヤビタン[
┌
ʔunu　kk’waː┐　waː　┌joːʃiʧi　
gijabitaŋ]（この子は私の養子として貰いました）
┌
ラクガキ [
┌rakugaki]（名）
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落書き。標準語からの借用語。ツクエ
┌
カイ
┐
　ラク
┌
ガキ　スァットゥーン [ʦu
○
kuje
┌kai┐　raku┌gaki　r
○
attuːŋ]（机に落書きされている）。ラク┌ガキ　チューン
[raku┌gaki　ʧuːŋ]（落書きしている）
┌
ル
┐
ー [
┌ru┐ː]（名）
凧の尾。尻尾。凧を安定させるために、凧の尾骨の両端より糸や細い縄を垂らして
揚げる
┌
ローマ [
┌roːma]（名）
もうろく（耄碌）。
┐
スゥシ　
┌
スゥティ
┐
　ローマ　
┌
チャン[
┐θuʃi　┌θuti┐　roːma　
┌
ʧaŋ]（年をとって耄碌した）。┌ハニパハンリトゥーン [┌hanipΦanrituːŋ]（耄碌し
ている＜「勘が外れている」の義＞）ともいう
ワー
┌
ムン　カーシュン [waː┌muŋ　kaːʃuŋ]（連）
豚の餌を与える＜食わせる＞。豚の飼料を与える。豚の飼育は母親の仕事であった
ワカ
┌
イン [waka┌iŋ]（動）
わかる（分かる）。ワカ
┌
ラン [waka┌raŋ]（分からない）。ワカ┌タン [waka┌taŋ]（分
かった）。ワカ
┌
トゥーンシャコー [waka┌tuːŋʃakoː]（分かったら）。┌ヤー┐ガ　┌イ
ースァー
┐
　ワカ
┌
トゥースァー [
┌jaː┐ga　┌ʔiːr
○
aː┐　waka┌tuːr
○
aː]（君が言うのは
分かっているよ）。ワカ
┌
トゥーン [waka┌tuːŋ]（分かっている。知っている）
ワカ
┌
スァン [waka┌r
○
aŋ]（形）
若い。ワカ
┌
スァー
┐
　ナーン [waka┌r
○
aː┐　naːŋ]（若くはない）。ミカ┌シャー┐　
ワカ
┌
スァタン [mika┌ʃaː┐　waka┌r
○
ataŋ]（昔は若かった）。ダン┌ダン┐　ワカス
ァ
┌
ナイン [dan┌daŋ┐　wakar
○
a┌naiŋ]（次第に若くなる）。ワカ┌スァン　ッチュ
[waka┌r
○
an　tʧu]（若い人）。スゥ┌シン┐　ワカ┌スァイ┐　ウラ┌マスァル┐　アル
[θu┌ʃiŋ┐　waka┌r
○
ai┐　ʔura┌mar
○
aru┐　ʔaru]（年も若くて羨ましい）。┐ナー　イ
フィ
┌
グヮー
┐
　ワカスァ
┌
タンシャコー
┐
　イキ
┌
タン
┐
　ムンヌ[
┐naː　ʔiΦi┌gwaː┐　
wakar
○
a┌taŋʃakoː┐　ʔiki┌tam┐　munnu]（もう少し若かったら、行ったのに）。ワ
カスァ
┌
スァー
┐
　ギーフ
┌
トゥ
┐
　ヤル [wakar
○
a┌r
○
aː┐　giːΦu
○
┌tu┐　jaru]（若いこ
とはいいことである）
┌
ワタグ
┐
シ [
┌watagu┐ʃi]（名）
へそくり。主婦などが倹約して、内緒で少しずつ貯蓄したお金。
┌
ワタクシグヮー[
┌wa
takuʃigwaː]（へそくり）ともいう。昔は山羊を飼育して、それを売って小金を貯え
たものである。
┌
ワタワカイチョーデー [
┌watawakaiʧoːdeː]（名）
異母兄弟。「腹違いの兄弟」の義。
ワッ
┌
スィーン [waθ┌θiːŋ]（動）
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忘れる。
┌
ワッスィラ
┐
ン[
┌waθθira┐ŋ]（忘れない）。┌ワッスィタ┐ン[┌waθθita┐ŋ]（忘
れた）。
┌
ワッスィー
┐
ン　
┌
チュヌ
┐
　ウプフ
┌
スァン[
┌waθθiː┐n　┌ʧunu┐　ʔupΦu┌r
○
a
ŋ]（忘れる人が多い）。ウンネー　┌ジューヤ┐　ハー　┌ワッスィリバ[┐ʔunneː　┌ʤuː
ja┐　haː　┌waθθiriba]（こんなことは早く忘れなさい）。┌ワッスィター┐　ナ┌ラ┐ン
[
┌waθθitaː┐　na┌ra┐ŋ]（忘れたらいけない）。┌キンチャク　ワッスィティ┐　チャ
ン [
┌kinʧaku　waθθiti┐　ʧaŋ]（財布を忘れてきてしまった）
┌
ワラビ [
┌warabi]（名）
子供。「童（わらはべ）」の義。「Varabe.Varambe.ワラベ、または、ワラムベ（童）子供」
『邦訳日葡辞書』の転訛したもの。ワラ
┌
ビャー
┐
　ゴジュー
┌
エン
┐
　ヤッ
┌
チル [wara
┌bjaː┐　goʤuː┌jeɲ┐　jat┌ʧiru]（子供は 50 円だそうだ＜ 50 円で入場できる＞）
ンナ
┌
グラー [nna┌guraː]（名）
「貝倉」の義。首里王府に献上するための貝を集めて保管したり、繁殖させる役職に従
事した 15歳の男子。15歳になる久高島の男子たち。ンナ [nna]（貝）は、「蜷、ニナ
の古名」。「河貝子、美奈（みな）、俗用蜷字非也」『和名抄』の転訛したもの。
┌
グラ
ー [
┌guraː] は「倉」の転訛したもの。ミカ┌シャー┐　ジューゴ　┌ナイヤー┐　ンナ
┌
グラーッ
┐
チ　シュイ
┌
グスク
┐
チ　ジョー
┌
ノー　シュタル
┐
　ンナヌ　
┌
ハメー　ナ
イッタッ
┐
チ
┌
スァー [mika┌ʃaː┐　ʤuːgo　┌naijaː┐　nna┌guraːt┐ʧi　ʃui┌gusuku┐
ʧi　ʤoː┌noː　ʃutaru┐　nnanu　┌hameː　naitat┐ʧi┌r
○
aː]（昔は 15 になったらンナ
グラーといって、首里王府へ納税した貝の担当＜構い＞になったそうだ）。ンナグラ
┌
ジーッ
┐
チ　
┐パハヌン　
┌
ゲースァットゥータン [nnagura┌ʤiːt┐ʧi　┐pΦanuŋ　┌ge
ːr
○
attuːtaŋ]（「貝構い地」といって、畑も与えられて＜貰わされて＞いた）。スィテ
ィグヮティ
┌
ディナヌ　バーイヤ
┐
　スォールイ　
┌
ウトゥムッチ
┐
　スィティグヮテ
ィアン
┌
ティキャーッ
┐
チ　
┐
イキー　パハティ
┌
グヮティ
┐
ヌ　
┌
スォールイマカネー
ン　バーイヤ
┐
　スォー
┌
ルイ　ウトゥムッ
┐
チ　ミキ
┌
ハティミヤー　シュ
┐
イ　ス
ェーラーガー
┌
ミーン　バーイヤ
┐
　パハマ
┌
カイ
┐
　スォールイガナ
┌
シートゥ
┐
　ウ
プフシュー
┌
ターネー
┐
　スァシ
┌
ミ
┐
トゥ　
┐
ウスァキ　ウシャ
┌
ギー
┐
ヌ　ハ
┌
メー
┐
ン　
┐
アン（七月ディナの場合、スォールイのお供をして七月追い込み漁へ行き、八
月のスォールイマカナイの場合にはスォールイのお供をして神酒担ぎをし、テーラ
ーガーミーの時には浜へスォールイガナシーと、ウプフシュー＜島の長老、お祖父さ
ん＞達へ刺身と神酒を差し上げるという担当＜構い＞もある）
┌
ンマ [
┌
ʔmma]（名）
①馬。②駒。三味線の胴と弦の間に挟んで弦を支える器具。
┌
ンマガ [
┌
ʔmmaga]（名）
まご（孫）。ンマ
┌
ガヌ　ンマリタン [ʔmma┌ganu　ʔmmaritaŋ]（孫が生まれた）。
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ヤー
┌
ンマガ [ jaː┌ʔmmaga]（内孫）。┌プフカンマガ [┌pΦukaʔmmaga]（外孫）
分野 10　　教育
┌
アーイン [
┌
ʔaiŋ]（動）
会う。面会する。遭遇する。ジュージ
┌
ナカイ　チュトゥ
┐
　アー
┌
イン[ʤuːʤi┌nakai　
ʧutu┐　ʔaː┌iŋ]（十時に人と会う）。アー┌ラン [ʔaː┌raŋ]（会わない）。アー┌ララ
ン [ʔaː┌raraŋ]（会えない）。アーイ┌ブシャン [ʔaːi┌buʃaŋ]（会いたい）。┌アンチ
ュトゥ
┐
　アーティミーン [
┌
ʔanʧutu┐　ʔaːtimiːŋ]（あの人と会ってみる）。┌アー
イスィヌ
┐
　ナラン
┌
タン [
┌
ʔaːiθinu┐　naran┌taŋ]（会うことが出来なかった）。ア
ー
┌
リバ
┐
　ワカ
┌
イン [ʔaː┌riba┐　waka┌jiŋ]（会えば分かる）。┐ハー　アー┌リバ
[
┐haː　ʔaː┌riba]（早く会いなさい）。┌ミチカイ　ッチュトゥ┐　アータン [┌miʧikai
tʧutu┐　ʔaːtaŋ]（道で人に会った）。コーツー┌ジコカイ┐　アータン [koːʦuː┌ʤiko
kai┐　ʔaːtaŋ]（交通事故に遭遇した）。ジュージ┌ナカイ┐　アー┌インチュヌ┐　グ
ン [ʤuːʤi┌nakai┐　ʔaː┌inʧunu┐　guŋ]（十時に会う人がいる）
アー
┌
エー [ʔaː┌jeː]（感）
いや（否）。アー
┌
エー
┐
　ワー　
┌
ムノー
┐
　アラン [ʔaː┌jeː┐　waː　┌munoː┐　
ʔaraŋ]（いや、私のものではない）。アー┌エー┐　ワナー　イ┌キャビラン [ʔaː┌jeː┐
wanaː　ʔi┌kjabiraŋ]（いいえ、私は行きません）。アー┌エー┐　アン┌チャー┐　ア
ラン [ʔaː┌jeː┐　ʔan┌ʧaː┐　ʔaraŋ]（いや、そうではない）
アガ
┌
ミーン [ʔaga┌miːŋ]（動）
崇める。
アティ
┌
マイン [ʔati┌maiŋ]（動）
集まる。アティ
┌
マラン[ʔati┌maraŋ]（集まらない）。アティ┌マイブシャン[ʔati┌ma
ibuʃaŋ]（集まりたい）。アティ┌マティ┐　ミーン [ʔati┌mati┐　miːŋ]（集まってみ
る）。アティ
┌
マイン　チュヌ
┐
　ウプフ
┌
スァン [ʔati┌main　ʧunu┐　ʔupΦu┌r
○
aŋ]
（集まる人が多い）。アティ
┌
マイヤ [ʔati┌maija]（集まるか）。アティ┌マイ┐シュ
ル [ʔati┌mai┐ʃuru]（集まるさ）。アティ┌マリバ┐　スィミン　┌ムン┐ヌ [ʔati┌ma
riba┐　θimim　┌mun┐nu]（集まればいいのに）。アティ┌マリバ [ʔati┌mariba]（集
まれよ）。
┌
ナー
┐
　アティ
┌
マトゥーン [
┌naː┐　ʔati┌matuːŋ]（もうすでに集まって
いる＜継続状態＞）。アティ
┌
マター
┐
グラン [ʔati┌mataː┐　guraŋ]（集まってはい
ない）
アティ
┌
ミーン [ʔati┌miːŋ]（動）
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集める
┌
アンダグチ [
┌
ʔandaguʧi]（名）
おべっか。あゆげいごうすること（阿諛迎合）。へつらうこと。「あぶらぐち＜油口＞」の義。
油を嘗めたように、ぺらぺらと相手に迎合したことを言うこと。
┐
アンダグチ　
┌
シュン
[
┐
ʔandaguʧi　┌ʃuŋ]（おべっかをする）。┌アンダグチジョー┐リ [┌ʔandaguʧiʤoː┐
ri]（おべっか上手）
イ
┌
リーン [ʔi┌riːŋ]（動）
入れる。容れる。エー
┌
ジュー
┐
チ　イ
┌
リーン[ʔeː┌ʤuː┐ʧi　ʔi┌riːŋ]（仲間に容れる。
遊び仲間に容れる）。
┌
イリラン[
┌
ʔiriraŋ]（容れない）。┌イッタン[┌ʔittaŋ]（入れ
た）。
┌
イリブシャ
┐
ン[
┌
ʔiribuʃa┐ŋ]（入れたい）。┌イッティ┐ミーン[┌ʔitti┐miːŋ]（入
れてみる）。
┌
イリーン
┐
　チュ[
┌
ʔiriːn┐　ʧu]（入れる人）。イ┌リーヤー[ʔi┌riːjaː]
（入れるか）。
┌
イリリバ
┐
　スィミン
┌
ムン
┐
ヌ [
┌
ʔiririba┐　θimim┌mun┐nu]（入れ
たらよいのに）。
┌
イリリバ[
┌
ʔiririba]（入れなさい）。┌ユミ┐　ヤー┌チ　イリー┐
ン[
┌jumi┐　jaː┌ʧi　ʔiriː┐ŋ]（嫁を家に入れる）。┌パハクン　ナカチ┐　イリーン[┌pΦa
kun　nakaʧi┐　ʔiriːŋ]（箱の中に入れる）。┌パハクチ┐　イ┌リーン [┌pΦakuʧi┐　ʔi
┌riːŋ]（箱に入れる）
┌
イレー [
┌
ʔireː]（名）
返答。「いらへ（答え）」の転訛したもの。ユバ
┌
リーヤ
┐
　イレー
┌
ランバ [ juba┌riː
ja┐　ʔireː┌ramba]（呼ばれたら答えなさいよ）
イレー
┌ピヒン
┐
トー [ʔireː┌pΦin┐toː]（名）
返事。「答え・返答」の転訛したもの。イレー
┌ピヒントーン
┐
　ナーン [ʔireː┌pΦinto
ːn┐　naːŋ]（返事＜答え・返答＞もない）。┌スァビチ　ヤラチュースィガ　ティップー
ダマ　ナ
┐
ティ　ヘー
┌
ター
┐
　フーン[
┌r
○
abiʧi　jaraʧuːθiga　tippuːdama　na┐ti　
heː┌taː┐　Φuːŋ]（旅に遣っているが、鉄砲玉になって帰ってこない）
┌
イン [
┌iŋ]（名）
えん（縁）。縁故。
┌
スァユイ [
┌r
○
ajui]（縁）ともいう。ウヤッ┌クヮヌ　イン
[ʔujak┌kwanu　iŋ]（親子の縁）。┌インムス┐ビ [┌immusu┐bi]（縁結び）
┌
ウジ
┐
スジョー [
┌
ʔuʤi┐suʤoː]（名）
うじすじょう（氏素性）。標準語からの借用語。
┌
ンマリ [
┌
ʔmmari]（生まれ。素性）
ともいう。
ウトゥイ
┌
ム
┐
チ [ʔutui┌mu┐ʧi]（名）
もてなし（持て成し）。接待すること。ご馳走すること。饗応。スゥイ
┌
ム
┐
チ[θui┌mu┐
ʧi]（もてなし）ともいう。┌チャク┐　ウトゥイ┌ム┐チ　┌シュン[┌ʧaku┐　ʔtui┌mu┐
ʧi　┌ʃuŋ]（客を接待＜お持て成し＞する）
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┌
ウトゥスァタ [
┌
ʔutur
○
ata]（名）
おとさた（音沙汰）。消息。音信。
┌
スァビチ
┐
　ンギティ
┌
カラ　ナママリ　ヌーン　ウ
トゥスァタン
┐
　ナーン[
┌r
○
abiʧi┐　ʔŋgiti┌kara　namamari　nuːŋ　ʔutur
○
atan┐　
naːŋ]（旅に出てから今まで何の音沙汰＜音信＞もない）
┌
ウヤメーン [
┌
ʔujameːŋ]（動）
敬う。
┌
ウヤマーン [
┌
ʔujamaːŋ]（敬わない）。┌ウヤマタン [┌ʔujamataŋ]（敬った）。
┌
ウヤマトゥーン[
┌
ʔujamatuːŋ]（敬っている）。┌ウヤマ┐ティ　┌ミーン[┌ʔujama┐
ti　┌miːŋ]（敬ってみる）。┐マジェー　┌チョー　ウヤマティカラ┐　パハナ┌シー　
スィバ [
┐maʤeː　┌ʧoː　ʔujamatikara┐　pΦana┌ʃiː　θiba]（先ずは他人を敬って
から話しなさい）。スゥシュイ　
┌
ウヤマイヤ　イントゥクヌ
┐
　ウタ
┌
ビンシェーン
[
┐θuʃui　┌ʔujamaija　ʔintukunu┐　ʔuta┌biŋʃeːŋ]（年寄りを敬うと陰徳をくださ
いますよ）。スゥシュ
┌
ヤー　ウヤマリバ [θuʃu┌jaː　ʔujamariba]（年寄りは敬いな
さいよ）
ウンティ
┌
ケー [ʔunti
○
┌keː]（名）
お招き。ティ
┌
ケー [ti
○
┌keː]（招待）に、尊敬の接頭語、ウン [ʔuŋ]（御）が付いた
もの。
┌
チュー　ウンティケー　シーヤ　イルミ
┐
ヌ　ハカ
┌
イン [
┌
ʧuː　ʔunti
○
keː　
ʃiːja　ʔirumi┐nu　ha
○
ka┌iŋ]（他人様をご招待しますと費用がかかります）
┌
エースァチ [
┌
ʔeːr
○
aʧi]（名）
挨拶。
┌
チュネー
┐
　エー
┌
スァチ　シュン [
┌
ʧuneː┐　ʔeː┌r
○
aʧi　ʃuŋ]（他人に挨拶
する）。グシュー
┌
ヨーカイ
┐
　エー
┌
スァチ　スァビラ [guʃuː┌joːkai┐　ʔeː┌r
○
aʧi　
r
○
abira]（皆様方＜御総様＞へご挨拶致します）。┌チュネー┐　ムン　┌ユマッター┐　
ナラン
┌
ドー [
┌
ʧuneː┐　muɲ　┌jumattaː┐　naran┌doː]（他人に噂を立てられ＜あ
れこれ言われ＞てはいけないよ）
┌
オ
┐
ー [
┌
ʔo┐ː]（感）
はい（応諾）。応答する言葉。
┌
オ
┐
ー　ワニン　
┌
イキャビースァ[
┌
ʔo┐ː　┐waniŋ　┌ʔikja
biːr
○
a]（はい！。　私も行きますよ）
┌
オーフィ [
┌
ʔoːΦi]（名）
承諾。承知すること。
┌
オーフィ　ウキタン [
┌
ʔoːΦi　ʔukitaŋ]（承諾を受けた。承
諾した）
カ
┌
フー [ka┌Φuː]（名）
しあわせ（幸せ）。仕合せ。幸運。「果報」の転訛したもの。プフ
┌
クラシャ [pΦu
○
┌ku
raʃa]（幸せ）ともいう。プフ┌クラシャッチ┐　クラチューン [pΦu
○
┌kuraʃatʧi┐　
kuraʧuːŋ]（幸せに暮らしている）
┌
キリー
┐
ン [
┌kiriː┐ŋ]（動）
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切れる。絶交する。関係が切れる。
┌
ドゥシトゥ
┐
　キリ
┌
タン[
┌duʃitu┐　kiri┌taŋ]（友
人と絶交した。「友人と切れた」の義）
ギン
┌
ネー [gin┌neː]（副）
同じく。同様に。
┌
ナマ
┐
　ユル
┌
チン　マタ
┐
　ギン
┌
ネー
┐
　シュン [
┌nama┐　
juru┌ʧim　mata┐　gin┌neː┐　ʃuŋ]（今許しても、また同じくする＜同じ事を繰り
返す＞よ）
┌
グガリトゥーン [
┌gugarituːŋ]（動）
飢えている。飢えるほど腹がへっている。
┌
クシキ [
┌kuʃi
○
ki]（名）
戸籍。クシ
┌
キチ　イリーン（ヌ
┌
スィーン）[kuʃi
○
┌kiʧi　ʔiriːŋ（nu┌θiːŋ）］（戸籍
に入れる＜載せる。記載する＞）
ク
┌
タンダー [ku
○
┌tandaː]（名）
疲れ。ク
┌
タンダー
┐
　アイ
┌
ビラネー [ku
○
┌tandaː┐　ʔai┌biraneː]（お疲れはありま
せんか）。ク
┌
タンダー
┐
　アイン
┌
ショーラネー [ku
○
┌tandaː┐　ʔaiŋ┌ʃoːraneː]（お
疲れはございませんか＜目上に対する挨拶ことば＞）。ク
┌
タンダー
┐
　ナー
┌
ネー
[ku
○
┌tandaː┐　naː┌neː]（疲れはないか＜同等、目下の人に対する挨拶ことば＞）。
┌
シュー
┐
ヤ　
┐
ギー　「ワーティキ
┐
　ヤイ
┌
ビールヤー [
┌
ʃuː┐ja　┐giː　┌waːtiki┐　
jai┌biːrujaː]（今日はいい天気ですね）。道で人に会った時にいう挨拶ことばは、
┌
マーチ
┐
　イメーガ [
┌maːʧi┐　ʔimeːga]（どこへ行かれますか）という。目上の人
に対しては、
┌
マーチ
┐
　イモー
┌
ヤビーガ [
┌maːʧi┐　ʔimoː┌jabiːga]（どちらへいら
っしゃいますか）という。正月元旦に交わす挨拶ことばは、
┐
ギー　
┌
ショーガチ
┐
　
ヤイ
┌
ビールヤー [
┐giː　┌ʃoːgaʧi┐　jai┌biːrujaː]（よい正月ですね）という。
クティ
┌
スァン [ku
○
ti┌r
○
aŋ]（形）
苦しい。クティ
┌
スァ [kuti┌r
○
a]（苦しいこと）。クティ┌スァー┐　ナーン[ku
○
ti┌r
○
aː┐
naːŋ]（苦しくない）。クティ┌スァ　ナイン [ku
○
ti┌r
○
a　naiŋ]（苦しくなる）。ク
ティ
┌
スァ
┐
ン　
┐
バーイ [ku
○
ti┌r
○
a┐m　┐baːi]（苦しい時）。クティ┌スァ　シュン
[ku
○
ti┌r
○
a　ʃuŋ]（苦しむ。＜苦しさする＞）。ビョーキ┌シャーマ　クティスァ┐　チ
ューン [bjoːki┌ʃaːma　ku
○
tir
○
a┐　ʧuːŋ]（病気で苦しんでいる）
┌
グリー [
┌guriː]（名）
おじぎ（お辞儀）。「御礼」の転訛したもの。
┌
グリー　シュ
┐
ン [
┌guriː　ʃu┐ŋ]（お
辞儀をする）
ゴー
┌
グチ [goː┌guʧi]（名）
こごと（小言）。文句。苦情。「強口」の転訛したもの。ワラ
┌
ビネー
┐
　ゴー
┌
グチ　
シュン [wara┌bineː┐　goː┌guʧi　ʃuŋ]（子供に小言をいう。子供に強く文句をいう
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＜強く叱る＞）
スァー
┌
ビラ [r
○
aː┌bira]（連）
ごめん下さい（他の家を訪ねた時の挨拶ことば）。シャー
┌
ビラ [ʃaː┌bira]（ごめん
下さい）は、スァー
┌
ビラの「敬語」という。共に「来侍らむ」の転訛したものか。
この挨拶に対しては、イ
┌
モーリバ [ʔi┌moːriba]（いらっしゃい。「入り・召し・お
はれ」の転訛したものか＜敬語＞）という。シャー
┌
ビタン[ʃaː┌bitaŋ]（来ました。「来・
はべり・たり」の転訛したものか）
┌
スァキ　ナイビラ [
┌r
○
aki　naibira]（連）
さようなら。目上の人に対する別れの挨拶。「お先に失礼します＜先になりはべらむ＞」
の転訛したもの。それに対しする挨拶ことばは＜目下の者に対して＞は、
┌
イキ
┐
バ
┌
ヤー
[
┌
ʔiki┐ba┌jaː]（お先に＜行きなさいね＞）という。┌スァキ　ナイン┐ドー[┌r
○
aki　na
in┐doː]（先になるよ＜先に行くよ＞＜目上より目下へ＞）というと、┌ハー┐　イ┌モー
リ
┐
バヤー[
┌haː┐　ʔi┌moːri┐bajaː]（どうぞお先にいらっしゃいませ）という。同
輩や目下には、
┌
マ
┐
タ　アチャー
┌
ヤー [
┌ma┐ta　ʔaʧaː┌jaː]（さようなら＜また明
日ねえ＞）。
┌
マタヤ
┐
ー [
┌mataja┐ː]（さようなら＜またねえ＞）という。
┌
スァタ [
┌r
○
ata]（名）
評判。うわさ（噂）。「沙汰」の義。
┌
アヌ　ッチョー
┐
　シマヌ　フ
┌
トー
┐
　ユー　
┌
チ
ュータクトゥ　ナマ
┐
ン　
┐
スァタ　
┌
スァリースァ[
┌
ʔanu　tʧoː┐　ʃimanu　Φu
○
┌toː┐
juː　┌ʧuːtakutu　nama┐n　┐r
○
ata　┌r
○
ariːr
○
a]（あの人は、島のことをよくされた
ので、今も評判になっている＜噂にされる＞よ）
┌
スァユイ [
┌r
○
ajui]（名）
縁故。縁。ゆかり。頼り。つて。他人との人間関係。「たより（頼り）」の転訛したもの。
┌
アンチュヌ　スァユイシャーマ
┐
　ゲシュク
┌
ヤー
┐
　ハン
┌
ゲー
┐
ティ　スゥラ
┌
シ
ャッタン [
┌
ʔanʧunu　r
○
ajuiʃaːma┐　geʃuku┌jaː┐　haŋ┌geː┐ti　θura┌ʃattaŋ]（あ
の人の縁故で＜あの人を頼って＞下宿を探して＜考えて＞下さった）。
┌
ウリ　スァ
ユティ　イキン [
┌
ʔuri　r
○
ajuti　ʔikiŋ]（その人を頼って＜その人のつてで＞行く）
スァユ
┌
イン [r
○
aju┌iŋ]（動）
頼る。頼みにする。スァユ
┌
ラン [r
○
aju┌raŋ]（頼らない）。スァユ┌タン [r
○
aju┌taŋ]（頼
った）。
┌
スァユ
┐
ティ　
┐
ミーン [
┌r
○
aju┐ti　┐miːŋ]（頼ってみる）。スァユ┌イン┐　
バーン　
┐
アン [r
○
aju┌im┐　baːŋ　┐ʔaŋ]（頼る時もある）。スァユ┌リバ┐　スィミン　
┌
ムン
┐
ヌ [r
○
aju┌riba┐　θimim　┌mun┐nu]（頼ればいいのに）。┌スァユイブシャ
ン [
┌r
○
ajuibuʃaŋ]（頼りたい）。┐ハーク　スァユ┌リバ [┐haːku　r
○
aju┌riba]（早く
頼りなさい）。
┌
スァユティ
┐
　ミーン [
┌r
○
ajuti┐　miːŋ]（頼ってみる）
スァル
┌
ミン [r
○
aru┌miŋ]（動）
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頼む。スァル
┌
マン [r
○
aru┌maŋ]（頼まない）。スァル┌ラン [r
○
aru┌raŋ]（頼んだ）。
┌
スァルミブシャン [
┌r
○
arumibuʃaŋ]（頼みたい）。┌スァルリ　ミーン [┌r
○
aruri　
miːŋ]（頼んでみる）。スァル┌ミン┐　フ┌トゥン┐　アン [r
○
aru┌miŋ┐　Φu
○
┌tuŋ┐　
ʔaŋ]（頼むこともある）。スァル┌ミバ┐　スィミン　┐ムンヌ[r
○
aru┌miba┐　θimim　
┐munnu]（頼めばいいのに）。┌スァルミスァー┐　クティ┌スァン [┌r
○
arumir
○
aː┐　
ku
○
ti┌r
○
aŋ]（頼むのは苦しい）。スァル┌ミバ[r
○
aru┌miba]（頼めよ）。ミカ┌シャー┐　
ユー　スァル
┌
ラン [mika┌ʃaː┐　juː　r
○
aru┌raŋ]（昔はよく頼んだ）。スァル┌ルー
タン [r
○
aru┌ruːtaŋ]（頼んでいた）。┌ナー┐　スァルリ┌ナーン [┌naː┐　r
○
aruri┌naː
ŋ]（もう、頼んでしまった）
シタリ
┌
トゥーン [ʃi
○
tari┌tuːŋ]（動）
廃れている。この表現は、あまり使われない。普通は、ナーン
┌
ナトゥーン[naːn┌natu
ːŋ]（無くなっている。無くなった）と表現する
シマ
┌
ナー [ʃima┌naː]（名）
童名。「島名」の義。伝統的命名法によって名付けられた名前。ハ
┌
マー[ha┌maː]（カマ。
男女ともにつけられる）。ハ
┌
ナー [ha┌naː]（カナ。男女ともにつけられ）。スァ┌ル
ー [r
○
a┌ruː]（タル）。アカッ┌チュー [ʔakat┌ʧuː]（アカッチュー）。グ┌ルー [gu┌ru
ː]（五郎）。┌イッチュー [┌ʔitʧuː]（石戸）。┌ジーユー [┌ʤiːjuː]（次郎）。┌ンジュー
[
┌
ʔnʤuː]（ンジュー。男の子の名）。┌ウシャー [┌ʔuʃaː]（ウシャー。男女ともにつ
けられる）。ハ
┌
ミー [ha┌miː]（カメ。男女ともにつけられる）などがある
┌
シューン [
┌
ʃuːŋ]（動）
来る。
┌
フー
┐
ン [
┌Φuː┐ŋ]（来ない）。┌チャン [┌ʧaŋ]（来た）。チュー┌タン [ʧuː┌ta
ŋ]（来ていた）。チュー┌ン [ʧuː┌ŋ]（来ている）。┌アマーラ　チュヌ┐　シューン[┌ʔa
maːra　ʧunu┐　ʃuːŋ]（むこう＜あそこ＞から人がくる）。┌フマ┐チ　┌シーブシ
ャン [
┌Φuma┐ʧi　┌ʃiːbuʃaŋ]（ここへ来たい）。チ┌カラ┐　ハナスァ [ʧi
○
┌kara┐　
hanar
○
a]（来てから話そう）。┐ナー　┐シューン　フ┌トー┐　ナーン [┐naː　┐ʃuːŋ　
Φu
○
┌toː┐　naːŋ]（もう来ることはない）。┌チャッピ┐　チン　シー┌ブシャ┐ル　┐アル
[
┌
ʧappi┐　ʧiŋ　ʃiː┌buʃa┐ru　┐ʔaru]（何度来ても来たい＜来たくぞある＞）。チ
ュ
┌
ケーン　フーバ　マタトー
┐
　シー
┌
ブシャー
┐
　ナーン [ʧu
○
┌keːŋ　Φuːba　
matatoː┐　ʃiː┌buʃaː┐　naːŋ]（一度来たら、またとは来たくない）。┌ヤーガ┐　シュ
ーン
┌
シャコー
┐
　ワヌン　シュー
┌
スァー [
┌jaːga┐　ʃuːŋ┌ʃakoː┐　wanuŋ　ʃuː┌r
○
aː]
（君が来るなら私も来るよ）。
┐
ハー　
┌
フーバ [
┐haː　┌Φuːba]（早く来いよ）。フー
ン
┌
タン [Φuːn┌taŋ]（来なかった）。チュ┌ケーノー┐　チュー┌タン [ʧu
○
┌keːnoː┐　
ʧuː┌taŋ]（一度は来ていた）。┌キャーチン┐　チュー┌タン┐　パハリ [┌kjaːʧin┐　ʧu
ː┌tam┐　pΦari]（きっと来ていたはずだ）
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┌
ジリ [
┌
ʤiri]（名）
義理。体面。道理。
┌
ジリパハジ [
┌
ʤiripΦaʤi]（義理恥。体面）ともいう。┌ジリン┐　
ナーン [
┌
ʤirin┐　naːŋ]（義理を欠く。義理がない）。┌アラー　ジリパハジン┐　ナ
ー
┌
ン [
┌
ʔaraː　ʤiripΦaʤin┐　naː┌ŋ]（あれは義理恥がない。彼は人の道をしらない）
スィリガ
┌
フー [θiriga┌Φuː]（名）
有り難いこと。「すでがほう（孵で果報）」の転訛したもの。スィリガ
┌
フー
┐
　ヤイ
ビール [θiriga┌Φuː┐　jaibiːru]（ありがとうございます）
スゥン
┌
ジャク [θun┌ʤaku]（名）
看病。病気治療のために、患者に適する漢方薬を調合して煎じてあげること。ビョ
ー
┌
ニンヌ
┐
　スゥン
┌
ジャク　スン [bjoː┌ninnu┐　θun┌ʤaku　suŋ]（病人の看病
をする）
┌
ソーダン [
┌soːdaŋ]（名）
相談。
┌
ドゥシトゥ
┐
　ソーダン　
┌
シュン [
┌duʃitu┐　soːdaŋ　┌ʃuŋ]（友達と相談
する）。ウヤ
┌
ネー
┐
　ソーダン　
┌
シュン[ʔuja┌neː┐　soːdaŋ　┌ʃuŋ]（親に相談する）
ダマ
┌
スン [dama┌suŋ]（動）
だます（騙す）。あざむく（欺く）。ダマ
┌
スァン [dama┌r
○
aŋ]（騙さない）。ダマ┌チ
ャン [dama┌ʧaŋ]（騙した）。ダマ┌チューン[dama┌ʧuːŋ]（騙している）。┌ダマチ┐
ミーン [
┌damaʧi┐miːŋ]（騙してみる）。┌イフャー┐　ダマ┌スィバ┐　スィミン┌ムン┐
ヌ[
┌
ʔiΦjaː┐　dama┌θiba┐　θimim┌mun┐nu]（少しは騙せばいいのに）。┐ハー　
ダマ
┌
スィバ [
┐haː　dama┌θiba]（早く騙しなさい）
┌
チャー
┐
キ [
┌
ʧaː┐ki]（副）
すぐさま。すぐに。ただちに。
┌
チャッピ　ダマチン　チャーキ
┐
　バリーン [
┌
ʧap
pi　damaʧin　ʧaːki┐　bariːŋ]（いくら騙しても、すぐばれる）
┌
チャク [
┌
ʧaku]（名）
客。
┌
ウチャク [
┌
ʔuʧaku]（お客）ともいう。┌チャクヌ┐　シューン [┌ʧakunu┐　
ʃuːŋ]（客が来る）。┌チャクヌ┐　イモー┌チャン [┌ʧakunu┐　ʔimoː┌ʧaŋ]（客がい
らっしゃった）
┌
チュヌ　ヤー
┐
チ　
┌
イキン [
┌
ʧunu　jaː┐ʧi　┌ʔikiŋ]（連）
（余所の家＜人の家＞へ行く。他家を訪問する）。
┌
アン　ヤー
┐
チ　
┌
イキン [
┌
ʔaɲ　
jaː┐ʧi　┌ʔikiŋ]（あの家へ行く）。┌アマチ┐　イキン [┌ʔamaʧi┐　ʔikiŋ]（あの家を
訪ねる＜あそこへ行く＞）
ティ
┌
ケーシュン [ti
○
┌keːʃuŋ]（動）
案内する。お招きする。招く。ティ
┌
ケースァン [ti┌keːr
○
aŋ]（招かない）。ティ┌ケー
スィブシャン[ti
○
┌keːθibuʃaŋ]（招きたい）。┌ティケースァンキバ[┌tikeːr
○
aŋkiba]（招
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くな）。ティ
┌
ケーシュン
┐
　チュン　グ
┌
ラン [ti
○
┌keːʃun┐　ʧuŋ　gu┌raŋ]（お招き
する人もいない）。
┌
チュー
┐
　ティ
┌
ケーシーヤー　イルミ
┐
ヌ　ハカ
┌
イン [
┌
ʧuː┐　
ti
○
┌keːʃiːjaː　ʔirumi┐nu　haka┌iŋ]（人を招くと費用がかかる）。ティ┌ケースィバ
[ti
○
┌keːθiba]（招きなさい）
┌
ディンキ [diŋki]（名）
りんき（悋気）。やきもち。嫉妬。男女が情事に関して嫉妬すること。
┌
トゥジヌ
┐
　
ディンキ　
┌
シュン [
┌tuʤinu┐　diŋki　┌ʃuŋ]（妻が嫉妬する）
┌
ドゥーグッシャ [
┌duːguʃʃa]（名）
遠慮。心苦しく思うこと。申し訳なく思うこと。「胴苦しさ＜相手に迷惑をかけ、顧
みて心苦しく思うこと＞」から意味派生したものであろう。
┌
ドゥーグッシャ　スン
[
┌duːguʃʃa　suŋ]（心苦しく思う）
┐
ドゥーフミ [
┐duːΦumi]（名）
自慢すること。自分で自分を褒めること。「胴誉め」の義。
┌
アラー
┐
　ドゥーフミ
┌
ヤー
┐
　ヤル [
┌
ʔaraː┐　duːΦumi┌jaː┐　jaru]（あれはよく自慢するひとだ）
トゥ
┌
クイン [tu
○
┌kuiŋ]（動）
作る。トゥ
┌
クラン [tu
○
┌kuraŋ]（作らない）。トゥ┌クタン [tu
○
┌kutaŋ]（作った）。
トゥクイ
┌
ブシャン [tukui┌buʃaŋ]（作りたい）。トゥク┌トゥー┐ン [tu
○
ku┌tuː┐ŋ]（作
っている）。
┐
ワーガ　トゥク
┌
イン[
┐waːga　tu
○
ku┌iŋ]（私が作ります）。┌アリガ┐　
トゥ
┌
クイスァー
┐
　ジョー
┌
トー
┐
　ヤル[
┌
ʔariga┐　tu
○
┌kuir
○
aː┐　ʤoː┌toː┐　jaru]（あ
れが作るのは上等だ）。
┐
ティーティー　トゥ
┌
クリバ　マ
┐
タ　トゥ
┌
クイン[
┐tiːtiː　
tu
○
┌kuriba　ma┐ta　tu
○
┌kuiŋ]（一つ作ると、また作る）。┐ハー　トゥ┌クリバ[┐haː　
tu
○
┌kuriba]（早く作りなさいよ）
トゥル
┌
キーン [turu┌kiːŋ]（動）
届ける。トゥル
┌
キラン [turu┌kiraŋ]（届けない）。トゥル┌キタン [turu┌kitaŋ]
（届けた）。トゥル
┌
キブシャン [turu┌kibuʃaŋ]（届けたい）。トゥルキー┌スァー　
ムチカスァン [turukiː┌r
○
aː　muʧikar
○
aŋ]（届けるのは難しい）トゥルキー┌ヤー┐　
フミラリン [turukiː┌jaː┐　Φumirariŋ]（届けたら誉められる）。トゥル┌キリバ
[turu┌kiriba]（届けなさいよ）
┌
ニフェ
┐
ー [
┌niΦe┐ː]（感）
ありがたい（有難い）。感謝すること。「御拝」の転訛したものか。
┌
ニフェ
┐
ー　
┐
ヤ
イビール [
┌niΦe┐ː　┐jaibiːru]（有難うございます）。スィリガ┌フー┐　ヤイビール
[θiriga┌Φuː┐　jaibiːru]（有難うございます）ともいう
┌
ニフェ
┐
ー　
┐
ヤイビール [
┌niΦe┐ː　┐jaibiːru]（連）
有難うございます（目下より目上に対して）。
┌
ニフェ
┐
ー　
┐
ヤタン [
┌niΦe┐ː　┐ja
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taŋ]（有難う＜目上から目下に対して＞）。┌ニフェ┐ードー [┌niΦe┐ːdoː]（有難う。
＜目上から目下へ＞）。ウッ
┌
ピナー
┐
　スィレーティ　スゥラシン
┌
ソー
┐
チ　
┌
ニフ
ェ
┐
ー　
┐
ヤイビール[ʔup┌pinaː┐　θireːti　θuraʃin┌soː┐ʧi　┌niΦe┐ː　┐jaibiːru]（こ
んなにたくさんご配＜心遣い＞頂いて有難うございます）
┌
ニンジョー [
┌ninʤoː]（名）
人情。
┌
アヌ
┐
　チョー　
┌
ニンジョームチ [
┌
ʔanu┐　ʧoː　┌ninʤoːmuʧi]（あの人は
人情に篤い）。
┌
アヌ
┐
　チョー　
┌
ギリニンジョーン
┐
　ナー
┌
ン[
┌
ʔanu┐　ʧoː　┌giri
ninʤoːn┐　naː┌ŋ]（あの人は義理人情がない）
┌
ナー [
┌naː]（名）
名前。
┌
ヤー　ナーヤ
┐
　ヌー　
┌
チーガ [
┌jaː　naːja┐　nuː　┌ʧiːga]（君の名は何
というか）。
┌
ナー　ナーヤ
┐
　ヌー
┌
チ　ヤビーガ[
┌jaː　naːja┐　nuː┌ʧi　jabiːga]（貴
方のお名前は何とおっしゃいますか）
┌
ナ
┐
カ [
┌na┐ka]（名）
仲。間柄。
┌
ナカヌ
┐
　ユタ
┌
スァン [
┌nakanu┐　juta┌r
○
aŋ]（仲がよい）。┌ナカヌ┐　
ワッ
┌
スァン [
┌nakanu┐　war
○
┌r
○
aŋ]（仲が悪い）。┌ナカヌ┐　ユタ┌スァ　ナ┐ティ　
┐
シューン [
┌nakanu┐　juta┌r
○
a　na┐ti　┐ʃuːŋ]（仲が良くなってくる）。┌ナカヌ┐　
ユタ
┌
スァタン[
┌nakanu┐　juta┌r
○
ataŋ]（仲がよかった）。┌チャッサ┐　ナカヌ　ユ
タ
┌
スァティン～ [
┌
ʧassa┐　nakanu　juta┌r
○
atiŋ]（いくら仲が良くても～）
ナカ
┌
ノーイ [naka┌noːi]（名）
仲直り。
┌
アヌ　チョーレー
┐
　ザイ
┌
サン　ワキーカイ
┐
　オーティ　
┐
ナカー　ワッ
┌
ス
ァタスィガ
┐
　イチ
┌
クヌ　ナカッチ　イッ
┐
チ　ナカ
┌
ノー
┐
イ　
┌
シミタスァー[
┌
ʔanu
ʧoːreː┐　ʣai┌saŋ　wakiːkai┐　ʔoːti　 ┐nakaː　war
○
┌r
○
ataθiga┐　ʔiʧi┌kunu　naka
tʧi　ʔit┐ʧi　naka┌noː┐i　┌ʃimitar
○
aː]（あの兄弟は財産の分配で喧嘩して仲が悪か
ったが従兄弟が中に入って仲直りさせたよ）
┌
ナスァキ [
┌nar
○
aki]（名）
なさけ（情け）。人情。親切。
┌
ニンジョー [
┌ninʤoː]（人情）とも言う。ナスァ┌キ
ヌ
┐
　アン [nar
○
a┌kinu┐　ʔaŋ]（情がある）
┌
ハシマスァン [
┌haʃimar
○
aŋ]（形）
うるさい。騒々しい。煩わしい。
┌ペヘーヌ
┐
　スゥリ　
┌
ハシマスァン [
┌pΦeːnu┐　
θuri　┌haʃimar
○
aŋ]（蝿が飛んでいてうるさい＜煩い＞）。テツ┌ヅキヌ　ハシマサ
ヌ [teʦu┌ʣukinu　haʃimasanu]（手続きがうるさくて）
パハラ
┌
カスァン [pΦara┌kar
○
aŋ]（形）
はずかしい（恥ずかしい）。
┌パハラカスァー
┐
　ナーン [
┌pΦarakar
○
aː┐　naːŋ]（恥ず
かしくない）。パハラ
┌
カスァ　ナイン[pΦara┌kar
○
a　naiŋ]（恥ずかしくなる）。パハラ
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┌
カスァタン [pΦara┌kar
○
ataŋ]（恥ずかしかった）。パハラ┌カスァン　フトー　スァ
ンキバ [pΦara┌kar
○
aŋ　Φu
○
toː　r
○
aŋkiba]（恥ずかしいことはするな）。┌チュン　メ
ーナカイ
┐
　パハナ
┌
シー　ススァー
┐
　パハラ
┌
カスァン[
┌
ʧum　meːnakai┐　pΦana┌ʃi
ː　sur
○
aː┐　pΦara┌kar
○
aŋ]（人前で話しをするのは恥ずかしい）
┌
ハリー [
┌hariː]（名）
目出度いこと。幸せなこと。長寿延命。航海安全。「嘉例」の転訛したもの。ハリー
┌
バナシ [hariː┌banaʃi]（目出度い話し）。ハリ┌ユシヌ　パハナシ [hari┌juʃinu　
pΦanaʃi]（目出度い話し。「嘉例吉の話し」の義）
┌ピヒチ [
┌pΦiʧi]（名）
縁故。血縁関係。頼り。他人との人間関係。「ひき」の転訛したもの。
┌
アンチュヌ　
ピヒチシャーマ　アマ
┐
ヌ　
┌
ガッコー
┐
チ　
┌
イリラッタン [
┌
ʔanʧunu　pΦiʧiʃaːma　
ʔama┐nu　┌gakkoː┐ʧi　┌ʔirirattaŋ]（あの人の縁故で、あそこの学校に入れられ
＜入学させられ＞た）
ヒニ
┌
クリーン [çini┌kuriːŋ]（動）
ひねくれる（捻くれる）。ぐれる。ヒニ
┌
クリムン [çini┌kurimuŋ]（捻くれもの。ぐ
れた者）。ヒニ
┌
クリトゥーン [çini┌kurituːŋ]（ひねくれている。ぐれている）。ミ
カ
┌
シャー
┐
　ヒニクリ
┌
トゥータン [mika┌ʃaː┐　çinikuri┌tuːtaŋ]（昔は捻くれて
＜ぐれて＞いた）
┌ピヒレー [
┌pΦireː]（名）
つきあい（付き合い）。交際。
┌
ッチュビレー [
┌tʧubireː]（人付き合い。世間との交
際）。
┌ピヒレー　シュ
┐
ン [
┌pΦireː　ʃu┐ŋ]（交際する）。┌ピヒレーヌ┐　ワッ┌スァン
[
┌pΦireːnu┐　war
○
┌r
○
aŋ]（付き合いが悪い）
┌ピヒンジ [
┌pΦinʤi]（名）
返事。返答。書簡の返事。
┐ピヒンジ　
┌
ハキン [
┐pΦinʤi　┌hakiŋ]（返事を書く。手紙
の返事を書く）。
┐
ディン　
┌
ウクリッ
┐
チ　スィガ
┌
ミ　ヤラチャスィガ　ヌーチ
┐
ン　
┐
ナーン（
┌
アティクチ
┐
ン　ナーン）[
┐diŋ　┌ʔukurit┐ʧi　θiga┌mi　jaraʧaθiga　nu
ːʧi┐n　┐naːŋ（┌ʔatikuʧi┐n　┐naːŋ）]（お金を送れと手紙を書いて出したが何とも
ない＜何の音沙汰もない＞）
┌ピヒントー [
┌pΦintoː]（名）
返答。ユバ
┌
リーヤ　ピヒントー　スァンバ [ juba┌riːja　pΦintoː　r
○
amba]（呼ばれ
たら返答＜返事＞をしなさい）
フ
┌
タビ [Φu
○
┌tabi]（名）
このたび。今年。今度。フ
┌
タビ [Φu
○
┌tabi]（今年。今度）に、とりたての係助詞が下
接して、フ
┌
タビャー [Φu
○
┌tabjaː]（この度は）となる。フ┌タビャー┐　ペペー┌ラン
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[Φu
○
┌tabjaː┐　pΦeː┌raŋ]（今年＜今度＞は流行しない）。フ┌タビ [Φu
○
┌tabi]（今度。
今年）に、とりたての係助詞が下接して、フ
┌
タビャー [Φu
○
┌tabjaː]（今度は。今年は）
となった形
ペヘー
┌
イン [pΦeː┌iŋ]（動）
はやる（流行る）。ペヘー
┌
トゥーン [pΦeː┌tuːŋ]（流行している）。┌プユ　ナイヤー　
パハナシキヌ
┐
　ペヘー
┌
イン [
┌puju　naijaː　pΦanaʃi
○
kinu┐　pΦeː┌iŋ]（冬になると
風邪が流行する）。ペヘー
┌
テー
┐
　グ
┌
ラン [pΦeː┌teː┐　gu┌raŋ]（流行していない）。
┌パハナシキヌ
┐
　ペヘー
┌
トゥーン [
┌pΦanaʃi
○
kinu┐　pΦeː┌tuːŋ]（風邪が流行ってい
る。流行している）。フ
┌
タビャー
┐
　ペヘー
┌
ラン[Φu
○
┌tabjaː┐　pΦeː┌raŋ]（今度＜今
年＞は流行らない）
ホー
┌
ヲー
┐
オー [hoː┌woː┐ʔoː]（感）
いいえ（否）の尊敬語。祖父などの目上の人に対して用いる。ホー
┌
ヲー
┐
オー　
┌
ウ
ラー
┐
　ナイ
┌
ビラン[hoː┌woː┐ʔoː　┌ʔuraː┐　nai┌biraŋ]（いいえ、それは出来ません）。
ホー
┌
ヲー
┐
オー　アン
┌
チャー
┐
　アイ
┌
ビラン [hoː┌woː┐ʔoː　ʔan┌ʧaː┐　ʔai┌biraŋ]
（いいえ、そうではありません）
┌
マジョー
┐
イ [
┌maʤoː┐i]（副）
一緒に。同時に。
┌
アッティミー
┐
トゥ（チャー
┌
チャー
┐
トゥ）　マ
┌
ジョーイ
┐
　ウ
ミ
┌
チ
┐
　ンギーン [
┌
ʔattimiː┐tu（ʧaː┌ʧaː┐tu）ma┌ʤoːi┐　ʔumi┌ʧi┐　ʔŋgiːŋ]（お
父さん＜チャーチャー（父）ともいう＞と一緒に海へ行く）
┌
マチュン [
┌maʧuŋ]（動）
まつ（待つ）。
┌
マタ
┐
ン [
┌mata┐ŋ]（待たない）。マッ┌チャン [mat┌ʧaŋ]（待った）。
┌
マチブシャン [
┌maʧibuʃaŋ]（待ちたい）。┌マッチ　ミーン [┌matʧi　miːŋ]（待
ってみる）。
┐
マチュン　
┌
ジカンヌ
┐
　ナー
┌
ン [
┐maʧun　┌ʤikannu┐　naː┌ŋ]（待
つ時間がない）。
┌
マツン
┐
　ッチュ [
┌maʦun┐　tʧu]（待つ人）。マツ┌スィヤ┐　ク
ティ
┌
スァン [maʦu┌θija┐　ku
○
ti┌r
○
aŋ]（待つのは苦しい）。┌チャッピ　マッチ┐ン　
┐
フーン [
┌
ʧappi　matʧi┐ŋ　┐Φuːŋ]（いくら待っても来ない）。イフィ┌グヮー┐　
マティバ　
┐
シューン　
┌
パリ [ʔiΦi┌gwaː┐　matiba　┐ʃuːm　┌pari]（少し待てば来
るはずだ）。
┌
マッチューン [
┌matʧuːŋ]（待っている）。マッ┌チュータン [mat┌ʧuː
taŋ]（待っていた）。マッ┌チャー┐　グラン┌タン [mat┌ʧaː┐　guran┌taŋ]（待って
はいなかった）
ミー
┌
スァギーン [miː┌r
○
agiːŋ]（動）
見下げる。軽蔑する。
┌
ッチュ　ミースァギー
┐
ン [
┌tʧu　miːr
○
agiː┐ŋ]（他人を軽蔑
する＜人を見下げる＞）
ミー
┌
ハンゲー [miː┌haŋgeː]（名）
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せわ（世話）。他人のことを見てやり、その人のためにいろいろと考えてやること。
┌
シ
グトゥ
┐
ヌ　ミー
┌
ハンゲー　チャ
┐
ン[
┌
ʃigutu┐nu　miː┌haŋgeː　ʧa┐ŋ]（仕事の世話
をした）。ミー
┌
ハンゲー　ッチ
┐
　スゥラ
┌
シュン[miː┌haŋgeː　tʧi┐　θura┌ʃuŋ]（世
話をしてあげる）
ミー
┌パハ [miː┌pΦa]（名）
外見。「見栄え」の転訛したものか。ミー
┌パハヌ
┐
　ユタ
┌
スァン [miː┌pΦanu┐　
juta┌r
○
aŋ]（外見が立派である＜よい＞）
ミー
┌
メー [miː┌meː]（名）
お見舞い。訪問。ミー
┌
メー　シュン [miː┌meː　ʃuŋ]（お見舞いをする）
┌
ミーヨー [
┌miːjoː]（名）
ていさい（体裁）。外見。ミー
┌
ヨー　トゥクイン [miː┌joː　tukuiŋ]（体裁をつくる）
ミッ
┌
トゥン
┐
　ナー
┌
ン [mit┌tun┐　naː┌ŋ]（連）
みっともない。見るにたえない。外聞が悪い。「みともない」の転化したものか。
┌
フ
ージ
┐
ン　
┐
ナーン [
┌Φuːʤi┐n　┐naːŋ]（不恰好である。体裁が悪い。「風情がない」
の転訛したもの）ともいう。
┌
メービ [
┌meːbi]（名）
まね（真似）。模倣。他のものごとに似せること。
┌
メービ　シュン[
┌meːbi　ʃuŋ]（真
似をする）。
┌
ッチュヌ　メービヌ
┐
　ジョーリ [
┌tʧunu　meːbinu┐　ʤoːri]（他人の
真似が上手である）
┐
ヤー　
┌
アキーン [
┐jaː　┌ʔakiːŋ]（連）
留守にする。「家を空ける」の義。
┌
ヤガマスァン [
┌jagamar
○
aŋ]（形）
騒がしい。騒々しい。うるさい。煩わしい。「やかましい（喧しい）」の転訛したも
の。ヒコー
┌
キヌ　ウトゥヌ
┐
　マギ
┌
スァヌ　ヤガマスァン [çi
○
koː┌kinu　ʔutunu┐　
magi┌r
○
anu　jagamar
○
aŋ]（飛行機の音が大きくて喧しい＜うるさい＞）
ヤッ
┌
ケームヌ [ jak┌keːmunu]（名）
やっかいもの（厄介者）。世話のやける人。手数のかかる人。迷惑をかける者。
┌
ア
ラー
┐
　ヤッケー
┌
ムン
┐
　ヤル [
┌
ʔaraː┐　jakkeː┌muɲ┐　jaru]（彼＜あれ＞は厄介
者＜いろいろと迷惑をかける人＞だ）
ユクイン
┌
ショーリバ [ jukuiŋ┌ʃoːriba]（連）
お休みなさいませ。目上の人に対する挨拶言葉（敬語表現）。
┌
ニッカ　ナトゥークト
ゥ　ウプフシュー
┐
　ハー　ユクイン
┌
ショーリバ[
┌nikka　natuːkutu　ʔupΦuʃuː┐　
haː　jukuiŋ┌ʃoːriba]（世が更けて＜夜も遅くなって＞いますから、お祖父さん、早
くお休みくださいませ）。
┌
ニンジンショーリバ [
┌ninʤiŋʃoːriba]（お眠り下さい）と
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も言うが、敬度が落ちる。同輩や目下に対しては、
┐
ハー　
┌
ニンリバ [
┐haː　┌ninri
ba]（早く寝なさい）という。
┌
ユビ
┐
ン [
┌jubi┐ŋ]（動）
呼ぶ。
┌
ユバン [
┌jubaŋ]（呼ばない）。┌ユダ┐ン [┌juda┐ŋ]（呼んだ）。┌ユビブシャ
ン [
┌jubibuʃaŋ]（呼びたい）。┌チュー　ユリ┐ミーン [┌ʧuː　juri┐miːŋ]（人を呼ん
でみる）。
┌
チュー　ユビスァー
┐
　ナラン [
┌
ʧuː　jubir
○
aː┐　naraŋ]（人を呼ぶこと
はいけない）。
┌
ユビ
┐
ン　
┐
バーン　
┐
アン [
┌jubi┐m　┐baːŋ　┐ʔaŋ]（呼ぶこともあ
る）。
┌
チュ　ユビーヤ
┐
ー　
┌
ワラーリーン [
┌
ʧu　jubiːja┐ː　┌waraːriːŋ]（人を呼
んだら笑われる）。
┌
ユビ
┐
バ [
┌jubi┐ba]（呼べよ）。┌ユル┐ータン [┌juru┐ːtaŋ]（呼
んでいた）。
┌
ナ
┐
マ　
┌
ユリ
┐
グン [
┌na┐ma　┌juri┐guŋ]（今呼んでいる）
ユル
┌
スン [ juru┌suŋ]（動）
許す。ユル
┌
チャン[ juru┌ʧaŋ]（許した）。┐ユルチ　スゥラ┌スン[┐juruʧi　θura┌su
ŋ]（許してやる）。ユルシ┌ブシャン[ juruʃi┌buʃaŋ]（許したい）。ユル┌スン┐　フト
ー　
┌
ナラ
┐
ン[ juru┌suŋ┐　Φu
○
toː　┌nara┐ŋ]（許すことはできない）。┌ナマ┐　ユル
┌
チン　マタ
┐
　ギン
┌
ネー
┐
　シュン[
┌nama┐　juru┌ʧim　mata┐　gin┌neː┐　ʃuŋ]
（今許しても、また同じことをする＜繰り返す＞）。ユル
┌
スィバ
┐
　スィミン　
┌
ムン
┐
ヌ
[ juru┌θiba┐　θimim　┌mun┐nu]（許せばよいのに）。ユル┌スィバ [ juru┌θiba]（許
せよ）。フクル
┌
ウチャー
┐
　ユル
┌
チュータン [Φu
○
kuru┌ʔuʧaː┐　juru┌ʧuːtaŋ]（内
心＜心内＞では許していた）。
┌
ナマー
┐
　ナー　ユル
┌
チューン [
┌namaː┐　naː　
juru┌ʧuːŋ]（今はもう許している）。┌キッスァ┐　ユル┌チューン [┌kir
○
r
○
a┐　juru┌ʧu
ːŋ]（もう既に許している）
┌
ラク [
┌raku]（名）
らく（楽）。心身が安楽なこと。
┐
ラク　
┌
チューン [
┐raku　┌ʧuːŋ]（楽をしている）。
プン
┌
ヨーカー
┐
　キ
┌
シャンガル
┐
　ラク　
┌
ヤル [p’uɲ┌joːkaː┐　ki
○
┌
ʃaŋgaru┐　raku
┌jaru]（船よりは汽車がらくだよ）
┌
リー [
┌riː]（名）
おれい（お礼）。感謝すること。
┌
リー　シュ
┐
ン [
┌riː　ʃu┐ŋ]（お礼をする）
┌
ワー
┐
ナイ [
┌waː┐nai]（名）
しっと（嫉妬）。ねたむこと。りんき（悋気）。「うわなりねたみ」の義。
┌
ワーナイ　
シュン [
┌waːnai　ʃuŋ]（嫉妬する）。┌ディンキ [┌diŋki]（悋気）ともいう。┌アラ
ー
┐
　ワーナイ
┌
シャー
┐
　ヤル [
┌
ʔaraː┐　waːnai┌ʃaː┐　jaru]（彼＜あれ＞はよく
嫉妬する人だ。嫉妬深い人だ）
┌
ワーバグトゥ [
┌waːbagutu]（名）
おせっかい（御節介）。余計なお世話。
┌
ワーバグトゥスァー [
┌waːbagutur
○
aː]（お
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せっかいをやく人）。
┌
ワーバグトゥ　ッチ [
┌waːbagutu　tʧi]（余計なことをし
て。おせっかいをして）。
┌
アラ
┐
ー　ワーバグトゥ
┌
スァー
┐
　ヤル [
┌
ʔara┐ː　waː
bagutu┌r
○
aː┐　jaru]（彼＜あれ＞はおせっかいやきだ＜余計なことをする奴だ＞）
ワカ
┌
リーン [waka┌riːŋ]（動）
わかれる（別れる）。ワカ
┌
リラン [waka┌riraŋ]（分かれない）。ワカ┌リタン [waka
┌ritaŋ]（分かれた）。ワカ┌リティ┐　シューン [waka┌riti┐　ʃuːŋ]（別れてくる）。
ワカ
┌
リスァー
┐
　シカラー
┌
スァン [waka┌rir
○
aː┐　ʃi
○
karaː┌r
○
aŋ]（別れるのは寂しい）。
ワカ
┌
リティン　マ
┐
タ　
┐
ドゥシ　
┌
ナイン[waka┌ritim　ma┐ta　┐duʃi　┌naiŋ]（別
れても、また友達になる）。
┐
ハー　ワカ
┌
リリバ [
┐haː　waka┌ririba]（早く別れ
ろ）。ワカリ
┌
タン　フトゥ
┐
ヌ　
┐
アン [wakari┌taŋ　Φutu┐nu　┐ʔaŋ]（別れたこと
がある）。
┐
ナー　ワカ
┌
リ
┐
ティ　
┐
ナーン [
┐naː　waka┌ri┐ti　┐naːŋ]（もう別れて
しまった）。ミカ
┌
シャー
┐
　ワカリ
┌
トゥータスィガ　マ
┐
タ　
┐
グー　
┌
ナトゥーン
[mika┌ʃaː┐　wakari┌tuːtaθiga　ma┐ta　┐guː　┌natuːŋ]（昔は別れていたが、ま
た一緒になっている）
ワク
┌
イン [waku┌iŋ]（動）
からかう（揶揄）。
┌
チュ　ワクイン [
┌
ʧu　wakuiŋ]（人をからかう）。ワク┌ラン
[waku┌raŋ]（からかわない）。┌チュ　ワクタン [┌ʧu　wakutaŋ]（人をからかっ
た）。
┌
チュ　ワクトゥーティ
┐
　パハナ
┌
シー　チューン [
┌
ʧu　wakutuːti┐　pΦana
┌
ʃiː　ʧuːŋ]（他人をからかいながら＜からかって＞話しをしている）。┌チュ　ワク
ヤー [
┌
ʧu　wakujaː]（他人をからかう人）。ミカ┌シャー┐　ユー　ッ┌チュ　ワク
タン [mika┌ʃaː┐　juː　t┌ʧu　wakutaŋ]（昔はよく他人をからかった）。┌アラー　
ッチュ
┐
　ワク
┌
トゥータン [
┌
ʔaraː　tʧu┐　waku┌tuːtaŋ]（彼＜あれ＞は他人をか
らかっていた）
ワッ
┌
スァン [war
○
┌r
○
aŋ]（形）
わるい（悪い）。
┌
ナカヌ
┐
　ワッ
┌
スァン [
┌nakanu┐　war
○
┌r
○
aŋ]（仲が悪い）。┌シ
ンデー
┐
　ワッスァ　
┌
ナ
┐
ティ　
┐
イキン [
┌
ʃindeː┐　war
○
r
○
a　┌na┐ti　┐ʔikiŋ]（次
第に悪くなっていく）。
┌
ナカヌ
┐
　ワッ
┌
スァ
┐
ン　
┌
バーン
┐
　アン [
┌nakanu┐　
war
○
┌r
○
a┐m　┌baːŋ┐　ʔaŋ]（仲の悪い時もある）。┌ナカヌ┐　ワッ┌スァン　スァ
コー　イカンスィル
┐
　マッ
┌
シャル [
┌nakanu┐　war
○
┌r
○
an　r
○
akoː　ʔikanθiru┐　
maʃ┌ʃaru]（仲が悪ければ行かない方がよい）。ミカ┌シャー┐　ナカヌ　ワッ┌スァ
タン [mika┌ʃaː┐　nakanu　war
○
┌r
○
ataŋ]（昔は仲が悪かった）
┌
ワビー
┐
ン [
┌wabiː┐ŋ]（自動）
わび（詫び）る。あやま（謝）る。謝罪する。
┌
ワビラ
┐
ン [
┌wabira┐ŋ]（詫びない。
謝らない）。
┌
ワビタン [
┌wabitaŋ]（詫びた。謝った）。┌ワビトゥーン [┌wabituːŋ]
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（詫びている。謝っている）。
┌
ワビトゥータン [
┌wabituːtaŋ]（詫びていた。謝って
いた）。
┌
ワビースィル　マッシャル [
┌wabiːθiru　maʃʃaru]（詫びる＜謝る＞のが
いい＜ましだ＞）。
┌
ワビティン
┐
　ユル
┌
スァラン [
┌wabitiɲ┐　juru┌r
○
araŋ]（詫び
て＜謝って＞も許されない）。
┐
ハー　
┌
ワビ　スィバ [
┐haː　┌wabi　θiba]（早く
詫びしなさい＜謝りなさい＞）
┌
ンマ
┐
リ [
┌
ʔmma┐ri]（名）
生まれ。素性。セジ＜霊力＞の高い人。
┌
スァーダカ　ンマ
┐
リ [
┌r
○
aːdaka　ʔmma┐
ri]（生まれつき霊力の高い人。巫女＜神職者＞になるべく、生来霊力が高く生まれ
た人）。
┌
アラー　スァーダカ　ンマリ　ッチューン
┐
　ッチュ [
┌
ʔaraː　r
○
aːdaka　
ʔmmari　tʧuːn┐　tʧu]（あの人＜あれ＞は霊力が高く生まれついた＜セジ高い＞人
である）
分野 11　　人間関係，分野 12　　社会・交通
┌
アカ
┐
グジョー [
┌
ʔaka┐guʤoː]（名）
手紙。「赤御状」の転訛したもの。日露戦争以前に用いられた言葉。目出度い通知や
封書に赤い印が付けられていたことからいう。
┌
アカグジョーガ
┐
　チューン [
┌
ʔa
kaguʤoːga┐　ʧuːŋ]（赤御状が来る）
┌
アダナー [
┌
ʔadanaː]（名）
あだな（渾名）。人の身体的特徴を捉えて命名された。嘲りや親しみの意味をこめて
いうことが多い。
┌
ッチュヌ　アダナー　イー
┐
ン [
┌tʧ’unu　ʔadanaː　ʔiː┐ŋ]（他人
の渾名をいう）。例、
┌
アカブスァー [
┌
ʔakabur
○
aː]（赤い頭髪の人）、┌パハナビラー
[
┌pΦanabiraː]（鼻の低い人）、┌ピジャヤー [┌piʤajaː]（左ぎっちょ）、┌ティラグヮ
ー [
┌tiragwaː]（顔の小さい人）など。
ア
┌
ビー
┐
ン [ʔa┌biː┐ŋ]（動）
どなる（怒鳴る）。大声で叫ぶ。声高に叱る。ア
┌
ビラ
┐
ンキ
┌
バ [ʔa┌bira┐ŋki┌ba]
（怒鳴るなよ）。ア
┌
ビタン [ʔa┌bitaŋ]（怒鳴った）。ア┌ビトゥーン [ʔa┌bituːŋ]（怒
鳴っている）。
┐
アビティ　
┌
ミーブシャン [
┐
ʔabiti　┌miːbuʃaŋ]（怒鳴ってみたい）。
┌
アビヤー [
┌
ʔabijaː]（よく怒鳴る人）。アビ┌ター┐　ナ┌ラ┐ン [ʔabi┌taː┐　na┌ra┐
ŋ]（怒鳴ってはいけない）。ア┌ビリバ [ʔa┌biriba]（怒鳴れよ）
┌
イキムドゥイ [
┌
ʔikimudui]（名）
交通。「行き戻り」の義。イキ
┌
ムドゥィヌ
┐
　シー　
┐
グッシャン [ʔiki┌muduinu┐　
ʃiː　┐guʃʃaŋ]（交通が不便だ＜行き戻りがしにくい＞）
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┌
イキ
┐
ン [
┌
ʔiki┐ŋ]（動）
行く。
┌
イカ
┐
ン [
┌
ʔika┐ŋ]（行かない）。┐ワナー　┌イカ┐ン [┐wanaː　┌ʔika┐ŋ]（私
は行かない）。フタ
┌
ビャー
┐
　イ
┌
キ
┐
ヨースァン [Φu
○
ta┌bjaː┐　ʔi┌ki┐joːr
○
aŋ]（今
度は行けない）。イ
┌
キブシャ
┐
ン [ʔi┌kibuʃa┐ŋ]（行きたい）。イ┌キースィヌ┐　ナ
ラン [ʔi┌kiːθinu┐　naraŋ]（行くことができない）。┌ヤーヤ┐　イ┌キーヤ[┌jaːja┐　
ʔi┌kiːja]（君は行くか）。┐ワヌン　イ┌キースァー[┐wanuŋ　ʔi┌kiːr
○
aː]（私も行くよ）。
イ
┌
キバ
┐
　スィミン
┌
ムン
┐
ヌ[ʔi┌kiba┐　θimim┌mun┐nu]（行けばいいのに）。┌ン┐
ジミーン[
┌
ʔn┐ʤimiːŋ]（行ってみる）。┌ンジン　ヌー┐ン　┐ナラン[┌ʔnʤin　nuː┐n　
naraŋ]（行っても無駄だ＜どうにもならない＞）。┌ンジ┐　ナーン [┌ʔnʤi┐　naː
ŋ]（行ってしまった）。イ┌カン┐キ┌バ [ʔi┌kaŋ┐ki┌ba]（行くなよ＜行かないでお
けよ＞）。
┌
ナマ
┐
　ンギ
┌
タスィガ
┐
　ティカン
┌パハリロー[
┌nama┐　ʔŋgi┌taθiga┐　
tikam┌pΦariroː]（今行った＜出た＞が、まだ着かないはずだよ）。ンギ┌トゥータン
[ʔŋgi┌tuːtaŋ]（既に出てしまっていた）。ン┌ジュータスァー [ʔn┌ʤuːtar
○
aː]（行っ
ていたよ）。ン
┌
ジュータン [ʔn┌ʤuːtaŋ]（行っていた）。ン┌ジャヌ┐　フ┌トゥ┐ヌ　
┐
アン [ʔn┌ʤanu┐　Φu
○
┌tu┐nu　┐ʔaŋ]（行ったことがある）
┌
イナ
┐
カ [
┌
ʔina┐ka]（名）
いなか（田舎）。都会に対する田舎。
┌
イナ
┐
カー [
┌
ʔina┐kaː]（名）田舎者。軽蔑し
たいいかた。
┌
イナカンチュ [
┌
ʔinakanʧu]（田舎の人。田舎人）
イベー
┌
スィケー [ʔibeː┌θikeː]（名）
混雑。混み合うこと。
┌
マティー　ミーヤー
┐
ガ　
┐
マンディ　イベー
┌
スィケー　チ
ュータン [
┌matiː　miːjaː┐ga　┐mandi　ʔibeː┌θikeː　ʧuːtaŋ]（祭り見物人が多く
て混雑していた）
┌
ウーイン [
┌
ʔuːiŋ]（動）
追う。
┐
ウヤ　
┌
ウーイン [
┐
ʔuja　┌ʔuːiŋ]（親の後を追う。親にしがみついていく）。
┌
ウーティ
┐
　イ
┌
キン [
┌
ʔuːti┐　ʔi┌kiŋ]（追って行く）。┐ウヤ　┌ウーヤー [┐ʔuja　
┌
ʔuːjaː]（親の尻を追って離れない子供。親にしがみついて離れない子供）
┌
ウタガイン [
┌
ʔutagaiŋ]（動）
疑う。
┌
ウタガーン [
┌
ʔutagaːŋ]（疑わない）。┌ウタガイブシャン [┌ʔutagaibuʃaŋ]
（疑いたい）。ウタガ
┌
トゥー
┐
ン [ʔutaga┌tuː┐ŋ]（疑っている）。ウタガ┌トゥータン
[ʔutaga┌tuːtaŋ]（疑っていた）。┌ウタガティ┐ミーン[┌ʔutagati┐miːŋ]（疑ってみる）。
┐
ッチュ　
┌
ウタガター　ナラ
┐
ン [
┐tʧu　┌ʔutagataː　nara┐ŋ]（他人を疑ってはな
らない）。アン
┌
チ
┐
ン　
┌
ウタゲー
┐
ン　バー
┌
ヤネー [ʔan┌ʧi┐ŋ　┌ʔutageː┐m　baː
┌janeː]（それでも疑うのかね）。┌ッチュ　ウタゲーリバ┐　ドゥーン　┌ウタゲーラ
リン [
┌tʧu　ʔutageːriba┐　duːŋ　┌ʔutageːrariŋ]（他人を疑うと自分も疑われる）
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ウ
┌
チュ
┐
ン [ʔu┌ʧu┐ŋ]（動）
打つ。ウ
┌
タ
┐
ン [ʔu┌ta┐ŋ]（打たない）。ウッ┌チャ┐ン [ʔut┌ʧa┐ŋ]（打った）。┌ウッ
チュー
┐
ン [
┌
ʔutʧuː┐ŋ]（打っている）。ウツ┌スァー┐　ム┌チカスァ┐ン [ʔuʦu┌r
○
aː┐　
mu┌ʧikar
○
a┐ŋ]（打つことは難しい）。ウ┌ツイヤー [ʔu┌ʦuijaː]（打つか）。┐ウチー　
┌
シュル [
┐
ʔuʧiː　┌ʃuru]（打つさ＜打ちぞする＞）。ウ┌チーヤ　ウトゥ┐ヌ　┐ンギ
ーン [ʔu┌ʧiːja　ʔutu┐nu　┐ʔŋgiːŋ]（打ったら音が出る）。┌ウッチ┐ン　ナ┌ラ┐ン
[
┌
ʔutʧi┐n　na┌ra┐ŋ]（打っても鳴らない）。ウ┌ティバ [ʔu┌tiba]（打てよ）
┌
キーン [
┌kiːŋ]（動）
やる（遣る）。目下の者に与える。「呉れる」の転訛したもの。
┌
ヤーネー
┐
　キースァ
ー [
┌jaːneː┐　kiːr
○
aː]（君に遣る＜呉れる＞よ）。┌ヤーネー┐　キ┌ラン [┌jaːneː┐　
ki┌raŋ]（君には遣ら＜呉れ＞ない）。コジ┌ケー┐　キ┌タン [koʤi┌keː┐　ki
○
┌taŋ]（小
遣いを遣っ＜与え＞た）。
┌
ヤーガ　キーンシャコー
┐
　ワヌン　
┌
キースァー [
┌jaː
ga　kiːŋʃakoː┐　wanuŋ　┌kiːr
○
aː]（君が遣るなら、私も遣るさ）。┐ハー　┌キーバ
[
┐haː　┌kiːba]（早く遣れよ）
┌
ギー
┐
ン [
┌giː┐ŋ]（動）
もらう（貰う）。「得る」の転訛したもの。クジ
┌
ケー　ギー
┐
ン [kuʤi┌keː　giː┐ŋ]（小
遣いを貰う）。
┌
ギヤ
┐
ン [
┌gija┐ŋ]（貰わない）。ギヤン┌タン [gijan┌taŋ]（貰わな
かった）。
┌
ギ
┐
タン [
┌gi┐taŋ]（貰った）。┐ギティ　┌シュー┐ン [┐giti　┌ʃuː┐ŋ]（貰
ってくる）。
┐
ギーン　
┌
ム
┐
ン[
┐giːm　┌mu┐ŋ]（貰うもの）。┌ギーヤ[┌giːja]（貰うか）。
ギー
┌
スェー [giː┌θeː]（貰うか）。┌ギースァー [┌giːr
○
aː]（貰うさ）。┌ギーヤビース
ァー [
┌giːjabiːr
○
aː]（貰います＜頂戴します＞）。┌ギーバ┐　スィミン　┌ムン┐ヌ [┌gi
ːba┐　θimim　┌mun┐nu]（貰えばいいのに）。┐ハー　┌ギーバ[┐haː　┌giːba]（早
く貰いなさいよ＜貰えよ＞）
キ
┌
シャ [ki
○
┌
ʃa]（名）
汽車。標準語からの借用語。戦前には、那覇市（現在のバスセンター）から与那原まで、
軽便鉄道が開通していた。運賃は 18 銭であった。
ク
┌
ジーン [ku┌ʤiːŋ]（動）
くじる（抉る）。皮肉をいう。皮肉る。
┌
ッチュ
┐
　ク
┌
ジーン [
┌tʧu┐　ku┌ʤiːŋ]（他
人を皮肉る）
ク
┌
チゲー [ku
○
┌
ʧigeː]（名）
くちごたえ（口答え）。反抗。目上の人に対して言葉を返すこと。「口害」の義か。
ウヤン
┌
ネー
┐
　ク
┌
チゲー　シュン [ʔujan┌neː┐　ku
○
┌
ʧigeː　ʃuŋ]（親に口答えする）
ク
┌
ティジキーン [ku
○
┌tiʤikiːŋ]（動）
伝言する。人に頼んで物を届ける。「ことづける（言付ける）」の転訛したもの。
┌
チ
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ュネー
┐
　スァルディ　クティシ
┌
キタン [
┌
ʧuneː┐　r
○
arudi　ku
○
tiʃi
○
┌kitaŋ]（人に頼
んで言付け＜伝言し＞た）。
┐
ニー　ク
┌
ティジキーン [
┐niː　ku
○
┌tiʤikiːŋ]（荷物を
言付け＜依頼して届け＞る）
┌
ゲー [
┌geː]（名）
反抗。逆らうこと。ウヤ
┌
ネー　ゲー　シュン [ʔuja┌neː　geː　ʃuŋ]（親に反抗する）
┌
ゲーシュン [
┌geːʃuŋ]（動）
くれ（呉れ）る。与える。遣る。
┌
ゲースァン [
┌geːr
○
aŋ]（与えない。呉れない）。┌ゲ
ーチャン [
┌geːʧaŋ]（与えた。呉れた）。ゲーチ┌ミーン [geːʧi┌miːŋ]（与えてみる）。
┐
チャッピ　
┌
ゲーチン
┐
　スァ
┌
ラーン [
┐
ʧappi　┌geːʧin┐　r
○
a┌raːŋ]（いくら与え
ても足りない）。
┐
ハー　
┌
ゲースィバ [
┐haː　┌geːθiba]（早く与えなさい＜遣れ＞よ）
┌
ゴー
┐
グチ [
┌goː┐guʧi]（名）
もんく（文句）。苦情。
┌
ッチュネー
┐
　ゴー
┌
グチ　シュン [
┌tʧuneː┐　goː┌guʧi　
ʃuŋ]（他人に文句をいう＜苦言を呈する＞）
┌
スァケー [
┌r
○
akeː]（名）
さかい（境）。境界。
┐パハンヌ　
┌
スァケー[
┐pΦannu　┌r
○
akeː]（畑の境界）。ヤシ┌キ
ヌ
┐
　スァケー [ jaʃi
○
┌kinu┐　r
○
akeː]（屋敷の境界）
┌
ジー
┐
グイ [
┌
ʤiː┐gui]（名）
ふへい（不平）を言うこと。不満を並べ立てる＜いう＞。
┌
ジーグイ　シュン [
┌
ʤiːgui　
ʃuŋ]（不平をたらたら並べ立てる＜いう＞）。┌アラー　ジーグヤー┐　ヤル[┌ʔaraː　
ʤiːgujaː┐　jaru]（彼＜あれ＞は不平家だ）
┌
シ
┐
マ [
┌
ʃi┐ma]（名）
①島。②郷里。村。
┌
イッター　シマ
┐
ー　マー
┌
ヤガ[
┌
ʔittaː　ʃima┐ː　maː┌jaga]（君
たちの郷里はどこか）
┌
シューン [
┌
ʃuːŋ]（動）
来る。
┌
フーン [
┌Φuːŋ]（来ない）。┌フーララン [┌Φuːraraŋ]（来られない）。フース
ァ
┌
シュン [Φuːr
○
a┌ʃuŋ]（来させる）。┌シューン　チュ┐ヌ　グ┌ラ┐ン [┌ʃuːn　ʧu┐
nu　gu┌ra┐ŋ]（来る人がいない）。シュー┌イヤ[ʃuː┌ija]（来るか）。┐チャン[┐ʧaŋ]（来
た）。
┐
チャン　
┌
シャコー[
┐
ʧaŋ　┌ʃakoː]（来たら）。フ┌マ┐チ　┐チューン[Φu┌ma┐
ʧi　┐ʧuːŋ]（此処に来ている）。┌チューヌ┐　フ┌トゥ┐ヌ　┐アン [┌ʧuːnu┐　Φu
○
┌tu┐
nu　┐ʔaŋ]（来ることがある）。フーン┌キバ [Φuːŋ┌kiba]（来るな＜来ないでおけ＞）。
┐
フーバ [
┐Φuːba]（来いよ）
┌
スァーイン [
┌r
○
aːiŋ]（動）
さわる（触る）。
┌
スァーラン [
┌r
○
aːraŋ]（触らない）。┌スァータン [┌r
○
aːtaŋ]（触った）。
┌
スァーティ
┐
　ミーン[
┌r
○
aːti┐　miːŋ]（触ってみる）。┌スァーイン┐　フ┌トゥ┐ン　
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┐
ナラン [
┌r
○
aːiŋ┐　Φu
○
┌tu┐n　┐naraŋ]（触ることもできない）。スァー┌イヤ[r
○
aː┌ija]
（触るか）。
┌
スァーイヤー
┐
　ムン
┌
ヤン
┐
ジ　
┌
シュン
┐
ドー[
┌r
○
aːijaː┐　muɲ┌jan┐ʤi　
┌
ʃun┐doː]（触ったら事故が起きる＜物事を壊す＞よ）。┌スァーティ┐　ミー┌バ[┌r
○
aːti┐　
miː┌ba]（触ってごらんよ）。┌スァーリバ [┌r
○
aːriba]（触れよ）
スァタ
┌
キン [r
○
ata┌kiŋ]（動）
たたく（叩く）。スァ
┌
タカン[r
○
a┌takaŋ]（叩かない）。┌スァタチ　ミー┐ン[┌r
○
ataʧi　
miː┐ŋ]（叩いてみる）。スァタ┌キン┐　チョー　ウ┌スゥルシャン [r
○
ata┌kin┐　ʧoː　
ʔu┌θuruʃaŋ]（叩く人は怖い＜恐ろしい＞）。スァタ┌キーヤ　チャー┐キ　ナ┌キン
[r
○
ata┌kiːja　ʧaː┐ki　na┌kiŋ]（叩いたらすぐ泣く）。スァタ┌キバ [r
○
ata┌kiba]（叩
けよ）。ボー
┌
シャーマ
┐
　スァタ
┌
キン [boː┌ʃaːma┐　r
○
ata┌kiŋ]（棒で叩く）。スィ
ー
┌
シャーマ
┐
　スァタ
┌
キン [θiː┌ʃaːma┐　r
○
ata┌kiŋ]（手で叩く）。┐ジョー　┌スァ
タキン [
┐
ʤoː　┌r
○
atakiŋ]（戸を叩く）
┌
スァビ [
┌r
○
abi]（名）
旅。
┌
スァビチ
┐
　イ
┌
キ
┐
ン [
┌r
○
abiʧi┐　ʔi┌ki┐ŋ]（旅へ行く）。┌ゲーマスァビ [┌geː
mar
○
abi]（八重山旅。カツオ漁業の漁期に八重山で漁船に乗って働き、稼いで漁期
が終わると久高島に帰った）、スァイワン
┌
スァビ [r
○
aiwan┌r
○
abi]（台湾旅。基隆港
を中心にして、海人草や高瀬貝、広瀬貝を漁獲したり、ツ
┌
キシェン [ʦu
○
┌kiʃeŋ] ＜突
き船＞でカジキを突いて漁獲したりして稼いで帰った一種の出稼ぎの旅）、
┌
ナンヨ
ー
┐
スァビ [
┌naɲjoː┐r
○
abi]（南洋旅。南洋に於ける久高島の人のカツオ漁業経営は、
西銘順治氏の父親が始まりで、経営に成功した）などがある
スグ
┌
イン [sugu┌iŋ]（動）
なぐる（殴る）。スグ
┌
ラ
┐
ン[sugu┌ra┐ŋ]（殴らない）。スグ┌タン[sugu┌taŋ]（殴った）。
┐
スグティミーン [
┐sugutimiːŋ]（殴ってみる）。スグ┌イヌ　チュ┐ヌ　┐グン [sugu
┌inu　ʧu┐nu　┐guŋ]（殴る人がいる）。スグ┌トゥーン [sugu┌tuːŋ]（殴っている）。
スグ
┌
トゥータン [sugu┌tuːtaŋ]（殴っていた）。スグ┌イヤ┐　ナ┌キン [sugu┌ija┐　
na┌kiŋ]（殴ったら泣く）。スグ┌リバ [sugu┌riba]（殴れよ）。スグ┌タン┐　フ┌ト
ゥヌ
┐
　アン [sugu┌taŋ┐　Φu
○
┌tunu┐　ʔaŋ]（殴ったことがある）
┌
スィガ
┐
ミ [
┌θiga┐mi]（名）
手紙。書簡。スィガ
┌
ミヌ
┐
　チューン [θiga┌minu┐　ʧuːŋ]（手紙が届く＜来る＞）
┌
スゥイン [
┌θuiŋ]（動）
取る。
┌
スゥラ
┐
ン [
┌θura┐ŋ]（取らない）。スゥ┌タ┐ン [θu┌ta┐ŋ]（取った）。スゥ
┌
ティ
┐
　ミーン[θu
○
┌ti┐　miːŋ]（取ってみる）。┌スゥイン　フトゥ[┌θuiŋ　Φutu]（取
ること）。
┌
ヤーガ
┐
　スゥイン
┌
シャコー
┐
　ワヌン　スゥイ
┌
スァー [
┌jaːga┐　θuiŋ
┌
ʃakoː┐　wanun　θui┌r
○
aː]（君が取るなら私も取るよ）。┐ハー　スゥリ┌バ [┐haː　
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θuri┌ba]（早く取れよ）
┌
スゥナイ [
┌θunai]（名）
隣。
┌
スゥナイヌ　ヤー[
┌θunainu　jaː]（隣の家）。┌スゥナイヌ┐　ザー[┌θunainu┐　
ʣaː]（隣の部屋＜座敷＞）
┌
スェーフヮ [
┌θeːΦa]（名）
冗談。
┌
スェーフヮ　イーン [
┌θeːΦa　ʔiːŋ]（冗談をいう）。┐スェーフヮー　┌シュ
ン [
┐θeːΦaː　┌ʃuŋ]（冗談をいう＜する＞）。スェーフヮー┌ムニー [θeːΦaː┌muniː]
（冗談）ともいう。
┌
ダマイン [
┌damaiŋ]（動）
だまる（黙る）。
┌
ダマラン[
┌damaraŋ]（黙らない）。┌ダマタン[┌damataŋ]（黙った）。
ダマ
┌
トゥーン [dama┌tuːŋ]（黙っている）。ダマ┌トゥー┐リバ　スィミン　┌ムン┐
ヌ [dama┌tuː┐riba　θimim　┌mun┐nu]（黙っておればよいのに）。ダマ┌リバヨー
[dama┌ribajoː]（黙りなさいよ）
ティ
┌
キアタイ [ti
○
┌kiʔatai]（名）
つきあたり（突き当たり）。
┌
ウヌ　スージヌ
┐
　ティ
┌
キアタイ
┐
　ウ
┌
グヮンジュヌ
┐
　
アン[
┌
ʔunu　suːʤinu┐　ti
○
┌kiʔatai┐　ʔu┌gwanʤunu┐　ʔaŋ]（この路地＜通路＞の
突き当たりに拝所＜御願所＞がある）
┌
ティキ
┐
ン [
┌tiki┐ŋ]（動）
着く。到着する。
┐
プンヌ　
┌
ティキ
┐
ン [
┐p’unnu　┌tiki┐ŋ]（船が着く）。┌ティチ
ャ
┐
ン [
┌tiʧa┐ŋ]（着いた）。┌ナマ┐　ティカン [┌nama┐　tikaŋ]（まだ着かない）。
┌
キッスァ
┐
　ティチューン[
┌kir
○
r
○
a┐　tiʧuːŋ]（すでに着いている）。┐ハー　ティ┌キブ
シャン[
┐haː　ti
○
┌kibuʃaŋ]（早く着きたい）。ティ┌キーヤ┐　フー┌バ [ti
○
┌kiːja┐　
Φuː┌ba]（着いたら来いよ）
┌
ティケ
┐
ー　
┐
ナーン [
┌tike┐ː　┐naːŋ]（連）
心配ない。安全である。「支え＜閊・ツカヘ＞ない」の転訛したもの。
┌
ウカシャー
┐
　
ナーン [
┌
ʔukaʃaː┐　naːŋ]（心配ない＜おかしくはない＞）ともいう
ティ
┌
ケーン [ti
○
┌keːŋ]（動）
使う。
┐
ワラビ　ティ
┌
ケーン [
┐warabi　ti
○
┌keːŋ]（子供を使う）。ティ┌カイン [ti
○
┌kaiŋ]（使う）ともいう。ティ┌カーン [ti
○
┌kaːŋ]（使わない）。ティ┌カタン [ti
○
┌ka
taŋ]（使った）。ティ┌カティ┐　ミーン [ti
○
┌kati┐　miːŋ]（使ってみる）。ティ┌ケー
スァー
┐
　ギー　フ
┌
トゥ
┐
　ヤル [ti
○
┌keːr
○
aː┐　giː　Φu
○
┌tu┐　jaru]（使うのは良い
ことだ）。ティ
┌
ケーヌ　クヮヌ
┐
　グラン [ti
○
┌keːnu　kwanu┐　guraŋ]（使う子が
いない）。
┌
ヤーガ
┐
　ティ
┌
ケーンシャコー
┐
　ワヌン　ティ
┌
ケースァー [
┌jaːga┐　ti
○
┌keːŋʃakoː┐　wanun　ti
○
┌keːr
○
aː]（君が使うなら私も使うさ）。┐ハー　ティ┌ケー
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バ [
┐haː　ti
○
┌keːba]（早く使えよ）
┌
ティリン [
┌tiriŋ]（名）
つづみ（鼓）。
┌
ティリンウチャー [
┌tiriŋʔuʧaː]（鼓打ち。太鼓打ち）
ティン
┌
キーン [tiŋ┌kiːŋ]（動）
つねる（抓る）。ティン
┌
キラン[tiŋ┌kiraŋ]（抓らない）。ティン┌キタン[tiŋ┌kitaŋ]（抓
った）。
┌
ティンキティ
┐
　ミーン [
┌tiŋkiti┐　miːŋ]（抓ってみる）。ティン┌キン　
チュヌ
┐
　グン [tiŋ┌kin　ʧunu┐　guŋ]（抓る人がいる）。ティン┌キーヤ┐　ヤ┌ミ┐
ン [tiŋ┌kiːja┐　ja┌mi┐ŋ]（抓ったら痛い）。ティン┌キティ┐　ミー┌バ [tiŋ┌kiti┐　
miː┌ba]（抓ってみなさい）。ティン┌キリバ [tiŋ┌kiriba]（抓ろよ）
トゥイ
┌
キミ [tui┌kimi]（名）
約束。取り決め。契約。トゥイ
┌
キミ　マムイン [tui┌kimi　mamuiŋ]（約束＜取
り決め＞を守る）
┌
ナイ
┐
ヤ [
┌nai┐ja]（名）
鰹節製造工場。鰹節製造工場の倉庫。「納屋」の転訛したもの。鰹節工場には、
┌
ナイ
┐
ヤ[
┌nai┐ja]（工場＜納屋＞、倉庫）、ケ┌ズリバ [ke┌ʣuriba]（削り場、製品加工場）、
┌
フナヤ [
┌Φunaja]（船屋。乗組員の宿泊施設）、┌ナマギリバ [┌namagiriba]（カ
ツオの頭を切る所）、
┌
ニーガマ [
┌niːgama]（煮釜。カツオを煮る竈を設置した所）、
オダ
┌
バイカンヤー [ʔoda┌baikaɲjaː]（焙乾部屋。鰹節を薪の火熱と煙で焙り乾燥
する部屋）などの施設が造られていた。
┌
ヌイムン [
┌nuimuŋ]（名）
乗り物。
┌
ヌイン [
┌nuiŋ]（動）
乗る。プン
┌
チ
┐
　ヌイン [p’un┌ʧi┐　nuiŋ]（船に乗る）。ヌ┌ラン [nu┌raŋ]（乗ら
ない）。
┌
ヌイスァー
┐
　ナイン [
┌nuir
○
aː┐　naiŋ]（乗ることはできる）。┌ヌスィー┐
ン [
┌nuθiː┐ŋ]（乗せる）。┌ヌラ┐シュン [┌nura┐ʃuŋ]（乗せる）。┌ヌタイウタイ
[
┌nutaiʔutai]（乗ったり降りたり）。┌ヌイブシャン [┌nuibuʃaŋ]（乗りたい）。┌ヌ
ティ
┐
　ミーン [
┌nuti┐　miːŋ]（乗ってみる）。┌ヌイヌ　フトー┐　ナイン[┌nuinu　
Φu
○
toː┐　naiŋ]（乗ることはできる）。ヌイ┌ヤー [nui┌jaː]（乗るか）。┌ヌイスァー
[
┌nuir
○
aː]（乗るさ）
ヌス
┌
ミン [nusu┌miŋ]（動）
盗む。ヌス
┌
マン [nusu┌maŋ]（盗まない）。┌ヌスリ　ミーン [┌nusuri　miːŋ]（盗
んでみる）。ヌス
┌
ルータン[nusu┌ruːtaŋ]（盗んでいた）。ヌス┌ルーン[nusu┌ruːŋ]（盗
んでいる）。
┌
チュン　ムン　ヌスラー
┐
　ナラン
┌
ドー [
┌
ʧum　mun　nusuraː┐　
naran┌doː]（他人の物を盗んではならないよ）。ヌス┌ミン┐　チュヌ　┌グ┐ン [nusu
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┌min┐　ʧunu　┌gu┐ŋ]（盗む人がいる）。┌チュン　ムン　ヌスミーヤ┐　ヌスル　
┌
ヤル [
┌
ʧum　mun　nusumiːja┐　nusuru　┌jaru]（他人の物を盗んだら盗人であ
る）。
┌
ヌスミバ [
┌nusumiba]（盗めよ）
┌
ヌスル [
┌nusuru]（名）
盗人。どろぼう（泥棒）。
┌
ヌスルヌ
┐
　ディン　
┌
ヌスラン[
┌nusurunu┐　din　┌nusu
raŋ]（盗人がお金＜銭＞を盗んだ）
ヌ
┌
レー
┐
ン [nu┌reː┐ŋ]（動）
叱る。「のり（宣り・罵り）」の転化したもの。ヌ
┌
ラーン[nu┌raːŋ]（叱らない）。┌ヌ
ラタン [
┌nurataŋ]（叱った）。┌ヌラ┐ティ　┐ミーン [┌nura┐ti　┐miːŋ]（叱ってみる）。
┌
ウン　チョー
┐
　ユー　
┌
チュ　ヌレーン　チュ
┐
　ヤル[
┌
ʔun　ʧoː┐　juː　┌ʧu　nu
reːn　ʧu┐　jaru]（この人は、よく他人を叱る人である）。┌ヤーガ　ヌレーン┐　シャ
コー　
┐
ワヌン　
┌
ヌレースァー[
┌jaːga　nureːŋ┐　ʃakoː　┐wanun　┌nureːr
○
aː]（君
が叱るなら私も叱るさ）
┌
ハイ
┐
ン [
┌hai┐ŋ]（動）
借りる。
┌
ハラ
┐
ン [
┌hara┐ŋ]（借りない）。┌ハタ┐ン [┌hata┐ŋ]（借りた）。┌ハテ
ィ
┐
　ミーン [
┌hati┐　miːŋ]（借りてみる）。┌ハタ┐ン　フ┌トゥ┐ン　┐アン [┌ha
ta┐ŋ　Φu
○
┌tu┐ŋ　┐ʔaŋ]（借りたこともある）。┌チャッ┐ピ　┌ハティン　スァラー
ン [
┌
ʧap┐pi　┌hatin　r
○
araːŋ]（いくら借りても足りない）。┐ハー　┌ハリバ[┐haː　
┌hariba]（早く借りなさい）。┌ハタ┐ー　グ┌ラン [┌hata┐ː　gu┌raŋ]（借りてはい
ない）。ハ
┌
トゥータン[ha
○
┌tuːtaŋ]（借りていた）。┌ナ┐マ　ハ┌トゥーン[┌na┐ma　
ha
○
┌tuːŋ]（今、借りている）。┌ヤーガ　ハインシャコー┐　ワヌン　┌ハイスァー
[
┌jaːga　haiŋʃakoː┐　wanuŋ　┌hair
○
aː]（君が借りたら私も借りるよ）。┌ハタ┐ー　
グ
┌
ラン [
┌hata┐ː　gu┌raŋ]（借りてはいない）
┌パハキーン [
┌pΦakiːŋ]（動）
弁償する。パハ
┌
カン [ pΦa
○
┌kaŋ]（弁償しない）。┌パハ┐チャン [┌ pΦa┐ʧaŋ]（弁償し
た）。パハ
┌
キン
┐
　チュ [pΦa
○
┌kin┐　ʧu]（弁償する人）。パハ┌チ┐　ミーン[pΦa
○
┌
ʧi┐　
miːŋ]（弁償してみる）。┌ヤー┐ガ　パハ┌キーンシャコー┐　ユル┌ススァー[┌jaː┐ga　
pΦa
○
┌kiːŋʃakoː┐　juru┌sur
○
aː]（君が弁償するなら許すよ）。┐ハー　パハ┌キバ[┐haː　
pΦa
○
┌kiba]（早く弁償せよ）。┌ナ┐マ　パハ┌チューン [┌na┐ma　pΦa
○
┌
ʧuːŋ]（今、弁
償している）。パハ
┌
チュータン [pΦa
○
┌
ʧuːtaŋ]（弁償していた）
┌パハギ
┐
ン [
┌pΦagi┐ŋ]（動）
配る。
┌パハガ
┐
ン [
┌pΦaga┐ŋ]（配らない）。┌パハジャン [┌pΦaʤaŋ]（配った）。┌パハ
ジ
┐
　ミーン [
┌pΦaʤi┐　miːŋ]（配ってみる）。┌ナマ┐　パハジューン [┌nama┐　pΦa
ʤuːŋ]（今、配っている）。ミカ┌シャー　パハジュータン [mika┌ʃaː　pΦaʤuːtaŋ]（昔
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は配っていた）。「パハギスィ
┐
ン　ナ
┌
ー
┐
ン [
┌ pΦagiθi┐n　na┌ː┐ŋ]（配るのもない）。
ティー
┌
ティナー
┐
　パハギン
┌
シャコー　ンナネー　アタイスァー[tiː┌tinaː┐　pΦagiŋ
┌
ʃakoː　nnaneː　ʔatair
○
aː]（一つずつ配るなら皆に当るよ）。┐ハー　┌パハギバ [┐ha
ː　┌ pΦagiba]（早く配れよ）
┌
ハジシ [
┌haʤiʃi]（名）
はずれ。
┌
ムラヌ　ハジシカイ　ハーヌ
┐
　アン [
┌muranu　haʤiʃikai　haːnu┐　
ʔaŋ]（村のはずれに井戸がある）」
ハ
┌
チュ
┐
ン [ha
○
┌
ʧu┐ŋ]（動）。
勝つ。ハッ
┌
チャ
┐
ン [hat┌ʧa┐ŋ]（勝った）。ハ┌タン [ha
○
┌taŋ]（勝たない）。アン
┌
ネーヤ
┐
　ハ
┌
チ
┐
ヨースァン [ʔan┌neːja┐　ha
○
┌
ʧi┐joːr
○
aŋ]（彼には勝てない）。ハ
チュ
┌
スァー
┐
　ハチュシガ [ha
○
ʧu┌r
○
aː┐　ha
○
ʧuʃiga]（勝つことは勝つが）。ハ┌ツイ
ヤ [ha
○
┌
ʦuija]（勝つか）。ハツ┌スァー [ha
○
ʦu┌r
○
aː]（勝つさ）。┐ハチガ　┌シュラヤ
ー [
┐haʧiga　┌ʃurajaː]（勝つかなあ）。┌ハンナーリ┐　ハティ┌ヨーヤー [┌hannaː
ri┐　hati┌joːjaː]（必ず勝てよ）
┌
ハッキー
┐
ン [
┌hakkiː┐ŋ]（動）
かくれる（隠れる）。ハッ
┌
キラ
┐
ン [hak┌kira┐ŋ]（隠れない）。ハッ┌キ┐ティ　┐ミ
ーン [hak┌ki┐ti　┐miːŋ]（隠れてみる）。ハッ┌キーヌ　ムンヌ┐　ナー┌ン [hak┌kiː
nu　munnu┐　naː┌ŋ]（隠れるものがない）。ハッ┌キーヌ┐　フトー　┌チャー┐　
ナ
┌
ラ
┐
ン [hak┌kiːnu┐　Φu
○
toː　┌ʧaː┐　na┌ra┐ŋ]（隠れることをしてはならない）。
ティ
┌
キヌ　クムチ
┐
　ハッ
┌
キーヤ　クラスァ　ナイン[ti
○
┌kinu　kumuʧi┐　hak┌ki
ːja　kurar
○
a　naiŋ]（月が雲に隠れたら暗くなる）。┐ハー　ハッ┌キリバ [┐haː　
hak┌kiriba]（早く隠れろ）
┌
ババックヮシュン [
┌babakk'waʃuŋ]（動）
ごまかす。
┌
ババックヮスァン [
┌babakk'war
○
aŋ]（ごまかさない）。┌ババックヮチ
ャン [
┌babakk'waʧaŋ]（ごまかした）。┌ババックヮチューン [┌babakk'waʧuːŋ]（ご
まかしている）。
┌
ババックヮ
┐
チ　
┐
ミーン [
┌babakk'wa┐ʧi　┐miːŋ]（ごまかしてみ
る）。
┌
キャーチ　ババックヮチン　チャー
┐
キ　
┌
ワカイン[
┌kjaːʧi　babakk'waʧin　
ʧaː┐ki　┌wakaiŋ]（どんなにごまかしても、すぐわかる）。┌ババックヮチャー┐　
ナ
┌
ラン [
┌babakk'waʧaː┐　na┌raŋ]（ごまかしてはならない）。┌ババックヮスィバ
[
┌babakk'waθiba]（ごまかせよ）
ハ
┌
ヤーシュン [ha┌jaːʃuŋ]（動）
運ぶ。「かよわす（通わす）」の転訛したもの。ハ
┌
ヤースァン [ha┌jaːr
○
aŋ]（運ばない
＜通わさない＞）。ハ
┌
ヤーチャン [ha┌jaːʧaŋ]（運んだ）。ハ┌ヤーチュータン [ha┌jaː
ʧuːtaŋ]（運んでいた）。ハ┌ヤースシヌ┐　ナイン [ha┌jaːsuʃinu┐　naiŋ]（運ぶこと
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ができる）。ハ
┌
ヤーシ　グッスァン [ha┌jaːʃi　gur
○
r
○
aŋ]（運びづらい）。ハ┌ヤーチ┐　
ミーン [ha┌jaːʧi┐　miːŋ]（運んでみる）。┐ワーガ　ハ┌ヤーススァー[┐waːga　ha┌ja
ːsur
○
aː]（私が運ぶさ）。ハ┌ヤーチン　ヌーン┐　ナラン [ha┌jaːʧin　nuːn┐　naraŋ]
（運んでもだめだ＜何にもならない＞）。
┌
ヤーガ
┐
　ハ
┌
ヤーシュンシャコー
┐
　ワヌ
ン　ハ
┌
ヤーススァー [
┌jaːga┐　ha┌jaːʃuŋʃakoː┐　wanuŋ　ha┌jaːsur
○
aː]（君が運
ぶなら私も運ぶよ）
┌
ハラシュン [
┌haraʃuŋ]（動）
貸す。
┌
チュネー
┐
　ヤー　
┌
ハラシュン [
┌
ʧuneː┐　jaː　┌haraʃuŋ]（人に家を貸
す）。
┌
ハラスァン [
┌harar
○
aŋ]（貸さない）。┌ハラチ┐　ミーン [┌haraʧi┐　miː
ŋ]（貸してみる）。┌ハラシュン　チュヌ┐　グ┌ラン [┌haraʃun　ʧunu┐　gu┌raŋ]
（貸す人がいない）。
┌
ハラシュスァー　ハラシュシガ
┐
　ウ
┌
ラ
┐
ン [
┌haraʃur
○
aː　
haraʃuʃiga┐　ʔu┌ra┐ŋ]（貸すことは貸すが、売らない）。┌ヤーガ　ハラシュンシ
ャコー
┐
　ワヌン　
┌
ハラシュスァー [
┌jaːga　haraʃuŋʃakoː┐　wanuŋ　┌haraʃur
○
a
ː]（君が貸すならば私も貸すよ）。┐ハー　┌ハラスィバ [┐haː　┌haraθiba]（早く貸
しなさいよ）
ヒ
┌
コー
┐
キ [çi
○
┌koː┐ki]（名）
飛行機。標準語からの借用語。ヒ
┌
コーキヌ
┐
　スゥ
┌
ビ
┐
ン [çi
○
┌koːkinu┐　θu┌bi┐
ŋ]（飛行機が飛ぶ）
┌
ヒヤ
┐
スン [
┌çija┐suŋ]（動）
殺す。殴る。動物に対しては使わない。「死なす」の転訛したもの。
┌
ッチュ　ヒヤ
┐
スン [
┌tʧ’u　çija┐suŋ]（人を殺す＜死なす＞。殴る）。┌ヒヤスァン [┌çijar
○
aŋ]（殺
さない＜死なさない＞）。
┌
ヒヤチャン [
┌çijaʧaŋ]（殺した＜死なした＞）。┌ヒヤス
スァー
┐
　ワッ
┌
スァ
┐
ン　
┐
フトゥ　
┐
ヤル [
┌çijasur
○
aː┐　war
○
┌r
○
a┐ŋ　┐Φu
○
tu　┐jaru]
（殺すのは悪いことだ）。
┌
ヒヤ
┐
チ　
┐
ミーン [
┌çija┐ʧi　┐miːŋ]（殺してみる）。┌ッ
チュ　ヒヤチーヤー
┐
　ナラン
┌
ドー [
┌tʧ’u　çijaʧiːjaː┐　naran┌doː]（人を殺しては
いけないよ）。
┐
ハー　
┌
ヒヤスィバ [
┐haː　┌çijaθiba]（早く殺せよ）
ピヒン
┌
ギーン [pΦiŋ┌giːŋ]（動）
逃げる。ピヒン
┌
ギラン [pΦiŋ┌giraŋ]（逃げない）。ピヒン┌ギタン [pΦiŋ┌gitaŋ]（逃
げた）。ピヒン
┌
ギ
┐
ティ　
┐
ミーン [pΦiŋ┌gi┐ti　┐miːŋ]（逃げてみる）。ピヒン┌ギト
ゥーン[pΦiŋ┌gituːŋ]（逃げている）。ピヒン┌ギ┐ティ　ナー┌ン[pΦiŋ┌gi┐ti　naː┌ŋ]（逃
げてしまった）。ピヒン
┌
ギトゥータン [pΦiŋ┌gituːtaŋ]（逃げてしまっていた）
フトゥ
┌
ワイン [Φu
○
tu┌waiŋ]（動）
ことわる（断る）。拒絶する。フトゥ
┌
ワラン [Φu
○
tu┌waraŋ]（断らない）。ツ┌ケー
ノー
┐
　フトゥ
┌
ワ
┐
ティ　
┐
ミーン [ʦu
○
┌keːnoː┐　Φu
○
tu┌wa┐ti　┐miːŋ]（一度は断っ
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てみる）。フトゥ
┌
ワイヌ　ワキ
┐
ヌ　
┐
ナーン [Φu
○
tu┌wainu　waki┐nu　┐naːŋ]（断
る理由がない）。フトゥ
┌
ワイヌ
┐
　フ
┌
トー
┐
　ナ
┌
ラ
┐
ン [Φu
○
tu┌wainu┐　Φu
○
┌toː┐　
na┌ra┐ŋ]（断ることはできない）。フトゥ┌ワイバ┐　スィミン　┌ムン┐ヌ [Φu
○
tu┌wai
ba┐　θimim　┌mun┐nu]（断ればよいのに）。┌ヤーガ┐　フトゥ┌ワインシャコー┐　
ワ
┌
ヌン
┐
　フトゥ
┌
ワイスァー [
┌jaːga┐　Φu
○
tu┌waiŋʃakoː┐　wa┌nuŋ┐　Φu
○
tu┌wai
r
○
aː]（君が断るなら私も断るよ）。┐ハー　フトゥ┌ワリバ [┐haː　Φu
○
tu┌wariba]（早
く断れよ）
フ
┌
ナヤ [Φu┌naja]（名）
船宿。「船屋」の転訛したもの。八重山の鰹節製造工場などで、久高島の乗組員が生
活する宿舎として建てられた建物
┌
フルスン [
┌Φurusuŋ]（動）
殺す。屠殺する。
┐
ワー　
┌
フルスン [
┐waː　┌Φurusuŋ]（豚を殺す＜屠殺する＞）。
┐
ワー　
┌
フルチューン [
┐waː　┌Φuruʧuːŋ]（豚を殺している＜屠殺している＞）
┐
プン [
┐p’uŋ]（名）
船。
┐
プンヌ　
┌
ティキーヤ
┐
　フー
┌
バ [
┐p’unnu　┌tikiːja┐　Φuː┌ba]（船が着いた
ら来いよ）。
┐
プンヌ　
┌
ティキ
┐
ン [
┐p’unnu　┌tiki┐ŋ]（船が着く）
ヘー
┌
イン [heː┌iŋ]（動）
帰る。
┌
ヘーラ
┐
ン [
┌heːra┐ŋ]（帰らない）。ヘー┌タン [heː┌taŋ]（帰った）。ヘー
イ
┌
ブシャン [heːi┌buʃaŋ]（帰りたい）。ヘー┌ラシュン [heː┌raʃuŋ]（帰す＜帰ら
せる＞）。
┐
ヘーティ　
┌
ナーン [
┐heːti　┌naːŋ]（帰ってしまった＜帰ってない＞）。
ヘー
┌
トゥーン
┐
ドーヤー [heː┌tuːn┐doːjaː]（帰ってきているんだよ）。┌ナーマ┐　
ヘー
┌
ティッチャー　グラ
┐
ン [
┌naːma┐　heː┌titʧaː　gura┐ŋ]（まだ帰ってきてな
いよ）。
┐
ハー　ヘー
┌
リバ [
┐haː　heː┌riba]（早く帰れよ）
ヘー
┌
シュン [heː┌ʃuŋ]（動）
返す。
┐
ウッカ　ヘー
┌
シュン [
┐
ʔukka　heː┌ʃuŋ]（借金を返す）。┐ヘーチ　ミー┌ン
[
┐heːʧi　miː┌ŋ]（返してみる）。ヘー┌シュン┐　ディノー　┐ナーン [heː┌ʃun┐　
dinoː　┐naːŋ]（返す金がない）。ヘー┌スァン [heː┌r
○
aŋ]（返さない）。ヘー┌チャン
[heː┌ʧaŋ]（返した）。┐ハー　ヘー┌スィバ [┐haː　heː┌θiba]（早く返せよ）。ヘー
┌
シュン
┐
　シャコー　
┐
マタ　ハラ
┌
スゥスァー[heː┌ʃuŋ┐　ʃakoː　┐mata　hara┌θu
r
○
aː]（返すなら、また貸すよ）。┐ハー　ヘー┌スィバ [┐haː　heː┌θiba]（早く返せよ）
ヘー
┌
スゥナイ [heː┌θunai]（名）
隣近所。お隣近所。ヘー
┌
スゥナイン　チュ [heː┌θunain　ʧu]（隣近所の人）
┌
マーイ [
┌maːi]（名）
まわり（回り）。
┐
ヤーヌ　
┌
マーイ [
┐jaːnu　┌maːi]（家の回り＜周囲＞）。┌スゥー
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マーイ [
┌θuːmaːi]（遠回り）。┌ミグイ [┌migui]（めぐり。回り。回転）ともいう。
┌
スゥーミグイ [
┌θuːmigui]（遠回り）ともいう
┌
マガイン [
┌magaiŋ]（動）
曲がる。
┌
マガラン [
┌magaraŋ]（曲がらない）。┌マガタン [┌magataŋ]（曲がった）。
┌
マガトゥー
┐
ン [
┌magatuː┐ŋ]（曲がっている）。┌ウヌ　ミチ　マガイヤー　ガッ
コーチ
┐
　ティキ
┌
スァー [
┌
ʔunu　miʧi　magaijaː　gakkoːʧi┐　ti
○
ki┌r
○
aː]（この道
を曲がると学校に着くよ）。
┌
マガイスィガ [
┌magaiθiga]（曲がるが＜曲がるけれ
ど＞）。
┌
マガリバ [
┌magariba]（曲がれよ）
┌
マキーン [
┌makiːŋ]（動）
負ける。
┌
マキラン [
┌makiraŋ]（負けない）。┌マキ┐タン [┌maki┐taŋ]（負けた）。
┌
マキティ
┐
　ミーン [
┌makiti┐　miːŋ]（負けてみる）。┌マキー┐ン　フ┌トゥン┐　
アイ
┌
シュル [
┌makiː┐ŋ　Φu
○
┌tuŋ┐　ʔai┌ʃuru]（負けることもある＜ありぞする＞）。
┌
ヤーガ　マキーンシャコー
┐
　ハチ
┌
ヨースァン [
┌jaːga　makiːŋʃakoː┐　ha
○
ʧi┌joː
r
○
aŋ]（君が負けるなら勝てないよ）。┐アヌ　┌シューブカヤー┐　マキ┌トゥータン
[
┐
ʔanu　┌ʃuːbukajaː┐　maki┌tuːtaŋ]（あの勝負では負けていた）
マギ
┌
ムニー [magi┌muniː]（名）
ほら（法螺）。法螺をふくこと。大言壮語すること。「大言＜ものいい＞」の義。マ
ギ
┌
ムニー
┐
　シュン [magi┌muniː┐　ʃuŋ]（法螺をふく＜大言壮語する＞）
┌
マチ [
┌maʧi]（名）
都会。「町」の義。
┌
マチガタ [
┌maʧigata]（都会。町の方。首里や那覇の町を指す）。
┌
マチガタカイ　スィルー
┐
ン [
┌maʧigatakai　θiruː┐ŋ]（都会に住んでいる）。┌マ
チガタチ　ホーイムン　シーガ　イキ
┐
ン [
┌maʧigataʧi　hoːimuŋ　ʃiːga　ʔiki┐ŋ]
（那覇＜町の方＞へ買い物をしに行く）。ワカ
┌
ムノー　マチガチ　イキブシャー　シ
ュン [waka┌munoː　maʧigaʧi　ʔikibuʃaː　ʃuŋ]（若者は町へ行きたがる）
ミー
┌
グッシャン [miː┌guʃʃaŋ]（形）
見苦しい。醜い。みっともない。容姿や態度に対していうことが多い。
┌
ミグイ [
┌migui]（名）
回転。回ること。
┌
ミグイヌ
┐
　ピヤー
┌
スァン [
┌miguinu┐　pΦjaː┌r
○
aŋ]（回転が早い）
┌
ミチ [
┌miʧi]（名）
道。道路。
┌
ニージミチ [
┌niːʤimiʧi]（村内にある道路の名）、ティマバン┌ミチ
[timabam┌miʧi]（村内にある道路の名）、┌シャミ┐チ [┌ʃami┐ʧi]（村内にある道
路の名。「下道」の義か）。昔は、お盆や正月、十五夜に亡くなった人の葬列は、死
者を龕に入れないで、
┐
サギガタミ [
┐sagigatami]（下げ担ぎ）をして、┌シャミ┐
チを通って墓所へ行ったという
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┌
ミャーギ [
┌mjaːgi]（名）
みやげ（土産）。
┌
ミャーギ　ホーイ
┐
ン [
┌mjaːgi　hoːi┐ŋ]（土産を買う）。┌スァビ
ラヌ　ミャー
┐
ギ　パハ
┌
ガーリン [
┌r
○
abiranu　mjaː┐gi　pΦa┌gaːriŋ]（旅からの土
産を配られる）
┌
ムドゥイン [
┌muduiŋ]（動）
もどる（戻る）。ムドゥ
┌
ラン [mudu┌raŋ]（戻らない）。┌ムドゥタン [┌mudutaŋ]（戻
った）。
┐
ムドゥティ　
┌
グン [
┐muduti　┌guŋ]（戻っている）。ムドゥイ┌ブシャン
[mudui┌buʃaŋ]（戻りたい）。┐ムドゥティッチ　┌グン [┐mudutitʧi　┌guŋ]（戻っ
てきている）。
┌
キッスァ
┐
　ムド
┌
トゥーン [
┌kir
○
r
○
a┐　mudu┌tuːŋ]（もうすでに戻
っている）。ムドゥ
┌
ラ
┐
シュン [mudu┌ra┐ʃuŋ]（戻らせる）。ム┌ドゥイ　スィヌ┐　
ナイン [mu┌dui　θinu┐　naiŋ]（戻ることができる）。ムドゥ┌ラリーン[mudu┌rari
ːŋ]（戻られる）。┌ムドゥティ　ミー┐ン [┌muduti　miː┐ŋ]（戻ってみる）。ム┌ド
ゥイスァー
┐
　ドゥー
┌
ヤスィー
┐
　ヤル [mu┌duir
○
aː┐　duː┌jaθiː┐　jaru]（戻るの
はたやすい＜容易い＞）。
┐
ハー　
┌
ムドゥリバ [
┐haː　┌muduriba]（早く戻れよ）。
ムドゥイ
┌
スァー [mudui┌r
○
aː]（戻るさ）
┌
ムヌウトゥン
┐
　ナーン [
┌munuʔutun┐　naːŋ]（連）
物音もない。静かだ。大人しい。
┌
ムラギンミ [
┌muragimmi]（名）
村の集会。「村吟味」の転訛したもの。毎年旧暦の一月四日に「村吟味」が行われた
ムン
┌
ユミャー [muɲ┌jumjaː]（名）
おしゃべり（お喋り）。口数の多い人。「ものを詠む＜唱える＞人」の義。
┌
アラー
┐
　
ムン
┌
ユミャー
┐
　ヤル [
┌
ʔaraː┐　muɲ┌jumjaː┐　jaru]（あれはお喋りだ）
┌
モーシアギー [
┌moːʃiʔagiː]（名）
つげぐち（告げ口）。「申し上げ」の転訛したものか。ウヤ
┌
ネ
┐
ー　
┌
モーシアギー
ン [ʔuja┌ne┐ː　┌moːʃiʔagiːŋ]（親に告げ口をする）
┌
ヤクシク [
┌jakuʃi
○
ku]（名）
約束。
┌
ヤクシク　チャン [
┌jakuʃi
○
ku　ʧaŋ]（約束をした）。┌ヤクシク　ヤンジュン
[
┌jakuʃi
○
ku　janʤuŋ]（約束を破る）。┌ヤクシク　マムイン[┌jakuʃi
○
ku　mamuiŋ]（約
束を守る）
┌
ヤドゥ [
┌jadu]（名）
宿。宿舎。ヤドゥ
┌
カイ
┐
　スゥ
┌
マイン [ jadu┌kai┐　θu┌maiŋ]（宿に泊まる）
┌
ヤナグ
┐
チ [
┌janagu┐ʧi]（名）
わるぐち（悪口）。人を悪くいうこと。
┌
ッチュヌ　ヤナグチ　イー
┐
ン [
┌tʧ’unu　
janaguʧi　ʔiː┐ŋ]（他人の悪口をいう）
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┌
ユクチムニー [
┌jukuʧimuniː]（名）
うそ（嘘）。いつわり。「讒、与己須（よこす）」『新撰字鏡』に
┌
ムニー [
┌muniː]（物
言ひ）が付いて形成された合成語。
┌
ユクッチムニー [
┌jukutʧimuniː]（嘘）ともいう。
┌
ユクチムニー　ス
┐
ン [
┌jukuʧimuniː　su┐ŋ]（嘘をつく）。┌キャーチ┐ン　ユクチ
ム
┌
ニーヤ　スァ
┐
ン [
┌kjaːʧi┐ɲ　jukuʧimu┌niːja　r
○
a┐ŋ]（決して嘘はつかない＜言
わない＞）。ダマ
┌
トゥー
┐
ティ　ユクッチ
┌
ム
┐
ニ　シュン [dama┌tuː┐ti　jukutʧi
┌mu┐ni　ʃuŋ]（黙っていて嘘をつく）
ユタ
┌
スァン [ juta┌r
○
aŋ]（形）
良い。ダン
┌
ダン
┐
　ティブ
┌
ルヌ
┐
　ユタスァ
┌
ナ
┐
ティ　
┐
シューン [dan┌dan┐　tibu
┌runu┐　jutar
○
a┌na┐ti　┐ʃuːŋ]（だんだん頭が良くなってくる）。ティブ┌ルヌ┐　ユ
タ
┌
スァリバ
┐
　スィミ
┌
スィガヤー [tibu┌runu┐　juta┌r
○
ariba┐　θimi┌θigajaː]（頭
が良かったら良いのになあ）
ユタ
┌
スァン [ juta┌r
○
aŋ]（形）
良い。
┌
アヌ
┐
　ユナ
┌
グングァー　ユミッチン
┐
　ユタ
┌
スァエースァネー [
┌
ʔanu┐　
juna┌guŋgwaː　jumitʧiɲ┐　juta┌r
○
ajeːr
○
aneː]（あの女の子は嫁にしてもよいのでは
ないか）
┌
ワタイン [
┌wataiŋ]（動）
渡る。
┐
ウミ　
┌
ワタイン [
┐
ʔumi　┌wataiŋ]（海を渡る）。┌ワタラン [┌wataraŋ]（渡
らない）。
┌
ワタタ
┐
ン [
┌watata┐ŋ]（渡った）。┌ワタティ┐　ミーン [┌watati┐　mi
ːŋ]（渡ってみる）。┌ウヌ　ヤーヤ　チュリー┐チ　┌ワタタン [┌ʔunu　jaːja　ʧuriː┐
ʧi　┌watataŋ]（この家は人手に渡った）
ワッ
┌
スァン [war
○
┌r
○
aŋ]（形）
悪い。ティ
┌
ブル
┐
ヌ　ワッ
┌
スァン [ti┌buru┐nu　war
○
┌r
○
aŋ]（頭が悪い）。ワッ┌ス
ァン
┐
　フ
┌
トゥン
┐
　アイ
┌
シュル [war
○
┌r
○
aŋ┐　Φu
○
┌tuŋ┐　ʔai┌ʃuru]（悪いことも
ある）
┌
ンナトゥ [
┌nnatu]（名）
港。スゥ
┌
クリン [θu
○
┌kuriŋ]（徳仁港）
┌
ンマリジマ [
┌
ʔmmariʤima]（名）
郷里。「生まれ島」の義。ワッ
┌
ター　ンマリジマー
┐
　ウ
┌
チナーヌ
┐
　クダカ
┌
ジマ　
ヤイ
┐
ビル [wat┌taː　ʔmmariʤimaː┐　ʔu┌ʧinaːnu┐　kudaka┌ʤima　jai┐biːru]（私
の郷里は沖縄の久高島です）
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献　詞
本稿を平成 20 年 2 月 10 日に逝去された故福治友邦先生の御霊前に捧げる。
本稿は、平成 5年から 14 年にかけて沖縄県立芸術大学において録音された久高
島方言録音資料に基いて文字化されたものである。福治友邦先生のご協力のも
と、『久高島方言辞典』の編纂を目標に、平成 15 年度より文字化作業を開始し、
本誌 29 号以降 30、31、32 号まで発表したが、先生を失った今、誠に痛惜に耐
えない。今後は、久高島をこよなく愛され、久高島の文化を後世に伝えるべく、
『久高島方言辞典』の完成を期待された先生の高いお志に向かって、さらに努力
することをお誓い申し上げ、心からご冥福をお祈り申し上げる。
平成20年10月15日　加治工　真市
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